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市の人口と予算�
【人口・世帯】 〈9月1日現在〉�
合�計�＝�155,799人�（＋ 89）�（　）内は前月比�
男�＝�77,383人�（＋ 22）�
女�＝�78,416人�（＋ 67）�
世�帯�＝�60,295世帯�（＋ 95）�
【予算】 〈9月1日現在〉�
一 般 会 計＝353億9,000万円�
特別・企業会計＝411億5,721万3千円�

９月２２日�、広報ながれやま「子育て特集号」を発行します。□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

流山市平日夜間・休日診療所
休日診療平日夜間診療（１０月１日から新規）

日曜・祝日、年末年始（１２/３０～１
/３）

月～土曜（祝日・年末年始１２/３０
～１/３を除く）診療日

内科・小児科
９時～１７時（受け付けは９時～１１
時３０分と１３時～１６時３０分）

内科・小児科
１９時～２１時
（受け付けは１９時～２０時３０分）

診療科目
診療時間

歯科　９時～１２時（受け付けは９
時～１１時３０分）

※病状により二次病院へ紹介させていただくことがあります

　医師会などの協力で運営されている休日診療所

　

夜
間
に
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
…
。
そ
ん
な
不
安

を
解
消
し
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
健
康
都
市
」
づ

く
り
を
目
指
し
、
市
で
は
、
医
師
会
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
、　

月
か
ら
「
平
日
夜
間
・
休
日
診
療
所
」
を
ス
タ

１０

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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月
か
ら
平
日
夜
間
・
休
日
診
療
所

10

　
　

月
１
日
�
か
ら
、
流

１０
山
市
平
日
夜
間
・
休
日
診

療
所
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

従
来
の
日
曜
・
祝
日
、

年
末
年
始
に
加
え
、
新
た

に
、
平
日
の
夜
間
も
、
急

健康都市宣言

に
具
合
の
悪
く
な
っ
た
方

に
、
応
急
処
置
を
行
う
た

め
に
平
日
夜
間
・
休
日
診

療
所
を
開
設
す
る
も
の
で
、

診
療
科
目
や
時
間
な
ど
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
で
診
療
に
あ
た
る
の
は
、

流
山
市
お
よ
び
流
山
市
医

師
会
が
依
頼
し
た
医
師
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で

一
日
の
診
療
を
終
え
た
あ

と
、
も
し
く
は
休
診
予
定

を
返
上
し
て
、
急
病
の
患

者
さ
ん
の
た
め
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
医
師
で
す
。

　

な
お
、
急
に
具
合
の
悪

く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
、

応
急
手
当
を
す
る
の
が
平

日
夜
間
・
休
日
診
療
所
の

役
割
で
す
の
で
、
処
方
で

き
る
薬
は
原
則
と
し
て
１

日
分
で
す
。
ま
た
、
平
日

夜
間
・
休
日
診
療
所
で
対

応
で
き
な
い
場
合
は
、
市

が
指
定
し
た
第
二
次
救
急

病
院
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

▽
場
所
＝
市
保
健
セ
ン

タ
ー
内
平
日
夜
間
・
休
日

診
療
所
（
現
休
日
診
療
所

�
７
１
５
５
―
３
４
５

６
）
初
石
駅
か
ら
徒
歩
約

８
分
ま
た
は
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
か
ら
ぐ
り
ー
ん

バ
ス
で
保
健
セ
ン
タ
ー
前

下
車

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

「
廃
棄
物
対
策
審
議

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
市
民

の
代
表
や
学
識
経
験
者
、

関
係
団
体
の
代
表
な
ど　
１５

人
で
構
成
さ
れ
、
一
般
廃

棄
物
の
減
量
お
よ
び
適
正

な
処
理
の
推
進
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
市
長
に
答
申
ま
た
は

建
議
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
、募
集
す
る
の
は
、

市
民
の
代
表
者
５
人
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
①

　

歳
以
上
の
市
内
在
住
の

２０方
②
流
山
市
の
他
の
審
議

会
等
の
委
員
を
３
件
以
上

兼
職
し
て
い
な
い
方
③
国

も
し
く
は
地
方
公
共
団
体

の
議
員
ま
た
は
職
員
で
な

い
方
▽
活
動
内
容
＝
年
５

回
程
度
の
会
議
へ
の
出
席

※
平
日
開
催
予
定
▽
報
酬

＝
日
額
７
２
０
０
円
▽
任

期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

間
※
平
成　

年　

月
委
嘱

１９

１１

予
定
▽
応
募
方
法
＝
「
流

山
市
に
お
け
る
ご
み
処
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考

え
」
を
、
１
０
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
環
境
政
策

課
ま
た
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
配
布
の
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３０

に
、
〒
２
７
０
―
０
１
７

４
流
山
市
下
花
輪
１
９
１

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
※
フ
ァ
ッ

risa
i

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（    
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c
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a
g
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a
m
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a
.jp

 
 
 
 
   
  
 
   

）
で
の

提
出
も
可
▽
選
考
方
法
＝

選
考
委
員
会
で
の
書
類
審

査
の
上
、
面
接
※
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
、

採
用
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

／
�
７
１
５
０
―
８
０
７

０

委
員
を
募
集
し
ま
す

廃
棄
物
対
策
審
議
会
委
員
を
５
人

　

公
民
館
で
は
、
流
山
市

の
健
康
都
市
宣
言
を
記
念

し
て
、「
体
と
脳
の
老
化
を

ど
う
防
ぐ
か
〜
そ
の
最
新

情
報
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゆ

う
ゆ
う
大
学
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２０

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１１

３０

体
と
脳
の
老
化
を
防
ぐ

　

日
、文
化
会
館
で
講
演
会

２０

場
所
＝
文
化
会
館
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／
８
１
０

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝

東
京
理
科
大
学
名
誉
教
授

・
久
保
田
和
彦
さ
ん
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

市
内
の
各
私
立
幼
稚
園

で
は
、
来
春
４
月
に
入
園

す
る
園
児
の
入
園
願
書
を

　

月　

日
か
ら
配
布
し
ま

１０

１５

す
。
願
書
の
受
け
付
け
は

　

月
１
日
で
す
。

１１

来
春
の
入
園
児
募
集

　

月　

日
か
ら
入
園
願
書
を
配
布

１０

１５

　

な
お
、
市
立
幼
稚
園
の

園
児
募
集
に
つ
い
て
は
、

　

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

１０す
る
予
定
で
す
。

　

▽
幼
稚
園
名
・
所
在
地

等
＝
別
表
の
と
お
り
▽
対

象
＝
３
歳
児
（
平
成　

年
１６

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４

１７

月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
）、

４
歳
児
（
平
成　

年
４
月

１５

２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

１６

日
生
ま
れ
の
幼
児
）、５
歳

児
（
平
成　

年
４
月
２
日

１４

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生

１５

ま
れ
の
幼
児
）
▽
入
園
案

内
・
願
書
の
配
布
＝　

月
１０

　

日
�
か
ら
各
幼
稚
園
で

１５▽
願
書
受
付
＝　

月
１
日

１１

�
に
各
幼
稚
園
で

　

□問
 

各
幼
稚
園

私立幼稚園

私立幼稚園一覧

電話番号所在地幼稚園名

�７１５８－０２６４流山２－１０５－２このはな幼稚園

�７１５２－０４３５富士見台１－３－６
江戸川台
ひまわり幼稚園

�７１５４－１２５９東初石５－１３５－１４神愛幼稚園

�７１５２－３０５９東深井４９８－４一の台幼稚園

�７１５８－５６１７平和台４－６２－２７平和台幼稚園

�７１４４－７７９０長崎２－６２９八木幼稚園

�７１４５－９５０１前ケ崎１７５黒川幼稚園

�７１５９－３９５４宮園２－８－１１みやぞの幼稚園

�７１５９－７０５０流山２５２６南流山幼稚園
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平成１９年９月１５日（土曜日）　　　（　）２第１１４６号

　

８
月　

日
、
平
成　

年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は　

項
目
に
つ

３０

１９

２３

い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

掲
載
し
た
項
目
以
外
に「
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
」、「
女
性
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
」、

「
住
民
記
録
等
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
業
者
の
決
定
に
つ
い
て
」、「
電
子

入
札
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
」、「
第　

回
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
」、「
総
合
防
災
訓
練

２９

に
つ
い
て
」、「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
応
募
状
況
に
つ
い
て
」、「
高
齢
者
移
動
支
援
事
業

の
登
録
及
び
利
用
状
況
に
つ
い
て
」、「
平
日
夜
間
診
療
所
の
開
設
に
つ
い
て
」、「
駅
前

保
育
施
設
設
置
促
進
事
業
に
つ
い
て
」、「
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０
０
７
と
花
火
大

会
に
つ
い
て
」、「
産
業
振
興
審
議
会
の
発
足
に
つ
い
て
」、「
景
観
計
画
及
び
景
観
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、

「
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
に
つ
い
て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

２３

市　議　会
第３回定例会

�
　

市
で
は
、
昭
和　

年
に

６２

平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て

以
来
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な

平
和
施
策
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成　
１６

年
度
か
ら
は
、
市
民
協
働

の
平
和
施
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
、
市
民
手
作
り

に
よ
る
千
羽
鶴
を
広
島
に

届
け
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
約

平
和
施
策
事
業
に
つ

い
て

７
万
羽
の
折
り
鶴
を
、
８

月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の

間
、
延
べ　

名
の
市
民
ボ

６８

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
千
羽
鶴
に
束
ね
て
い
た

だ
き
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
の
協
力
の
も
と
、
市

役
所
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
た

「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
」
ポ

ス
タ
ー
展
に
そ
の
鶴
を
合

わ
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
、
青

少
年
育
成
会
議
の
協
力
に

よ
り
、
市
内
の
小
学
生
３

名
と
関
係
者
２
名
、
市
職

員
を
合
わ
せ
た
６
名
が
本

市
を
代
表
し
、
終
戦
記
念

日
の
８
月　

日
に
広
島
平

１５

和
記
念
資
料
館
を
訪
問
す

る
と
と
も
に
、
広
島
平
和

記
念
公
園
に
折
り
鶴
を
献

納
し
、
恒
久
平
和
を
祈
念

し
ま
し
た
。

�
　

第
１
庁
舎
東
側
お
よ
び

西
側
階
段
天
井
仕
上
げ
材

に
含
ま
れ
て
い
た
ク
リ
ソ

タ
イ
ル
（
白
石
綿
）
に
つ

い
て
は
、
来
庁
者
や
職
員

等
の
健
康
と
安
全
を
期
す

る
た
め
８
月
６
日
に
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
分
析
調
査

を
実
施
し
、
現
状
環
境
で

は
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
速
や
か
に
作

業
の
方
法
・
順
序
、
石
綿

粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
方
法

等
の
除
去
作
業
計
画
に
基

づ
き
、
９
月
中
旬
ま
で
に

第
１
庁
舎
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
に
つ
い
て

法
律
に
基
づ
く
諸
届
出
を

行
い
、
９
月
中
旬
か
ら
９

月
末
ま
で
に
除
去
作
業
を

完
了
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
、
来

庁
者
の
方
々
に
は
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
最

善
の
注
意
を
払
い
工
事
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
問
題
に

伴
い
、
８
月　

日
付
で
改

１３

め
て
各
公
共
施
設
管
理
者

に
対
し
、
再
確
認
を
指
示

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
各

公
共
施
設
の
安
全
と
、
利

用
し
や
す
い
環
境
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

�
　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

な
支
援
が
、
年
間
４
千
万

円
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

経
営
の
あ
り
方
を
姉
妹
都

市
の
相
馬
市
と
協
議
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
経
営
診

断
の
結
果
や
詳
細
な
相
馬

市
と
の
協
議
、
さ
ら
に
今

年
度
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
廃
止
５
件
、

存
続
２
件
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

総
合
的
に
判
断
し
、
平
成

　

年
３
月　

日
を
も
っ
て

２０

３１

本
施
設
を
廃
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
施
設
の
廃
止

に
伴
い
、
流
山
市
・
相
馬

市
が
出
資
し
て
い
る
株
式

会
社
流
山
相
馬
ふ
る
さ
と

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
の

運
営
廃
止
に
つ
い
て

振
興
公
社
も
併
せ
て
解
散

し
ま
す
。

　

同
施
設
の
建
設
費
借
入

金
の
未
償
還
金
に
つ
い
て

は
、
関
東
財
務
局
と
協
議

を
し
、
平
成　

年
９
月
の

２０

定
期
償
還
手
続
と
同
時
期

に
残
金
約
１
億
７
千
万
円

を
一
括
返
済
す
る
方
向
で
、

来
年
度
予
算
に
計
上
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
　

平
成　

年
４
月
に
柏
市

２０

が
中
核
市
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
い
、
柏
市
は
単
独

の
保
健
所
を
設
置
す
る
た

め
、
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
た
流
山

市
と
我
孫
子
市
は
、
松
戸

保
健
所
の
所
管
区
域
に
編

入
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

所
管
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
県
へ
申
し
入
れ

を
し
た
結
果
、
松
戸
保
健

所
の
所
管
人
口
が
増
え
る

こ
と
に
伴
い
、
県
職
員
の

増
員
や
東
葛
飾
合
同
庁
舎

の
事
務
室
の
拡
張
お
よ
び

全
県
的
な
検
査
体
制
の
見

直
し
な
ど
、
県
民
サ
ー
ビ

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
所
管
区
域
の
変

更
に
つ
い
て

ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
検

査
体
制
の
構
築
を
目
指
す

と
回
答
を
得
ま
し
た
。

�
　

旧
清
美
園
の
再
整
備
に

つ
い
て
は
、
環
境
質
調
査

お
よ
び
敷
地
内
調
査
を
行

い
、
さ
ら
に
焼
却
施
設
解

体
・
撤
去
計
画
並
び
に
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整

備
基
本
計
画
等
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
旧
焼
却
施

設
の
解
体
・
撤
去
計
画
」で

は
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮

し
た
解
体
工
事
の
実
施
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
お

り
、
来
る　

月
議
会
に
は

１２

請
負
契
約
案
件
を
上
程
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
」
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ

ー
整
備
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
臭
気
、
騒
音
、
排

水
な
ど
に
最
大
限
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
と
調

和
し
た
施
設
と
す
る
た
め
、

設
計
・
施
工
一
括
発
注
と

し
た
、
総
合
評
価
落
札
方

式
で
請
負
業
者
を
選
定
し

ま
す
。
現
在
、
必
要
な
施

旧
清
美
園
再
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

設
の
要
求
水
準
や
落
札
者

決
定
基
準
等
の
作
成
作
業

を
進
め
て
お
り
、今
後
は
、

準
備
が
整
っ
た
段
階
で
、

入
札
公
告
を
し
、
事
業
者

か
ら
の
事
業
提
案
を
受
け
、

総
合
的
に
評
価
を
行
っ
た

上
で
請
負
業
者
を
選
定
し
、

議
会
に
諮
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
本
年
度
か
ら
平
成　
２０

年
度
で
旧
焼
却
施
設
を
解

体
し
、
平
成　

年
度
か
ら

２０

　

年
度
で
汚
泥
再
生
処
理

２１セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
事
業
内
容

に
つ
い
て
、
議
会
お
よ
び

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
逐

次
ご
説
明
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
　

平
成　

年　

月
５
日
付

１６

１１

で
新
市
街
地
地
区
の
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
、

運
動
公
園
周
辺
地
区
の
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

周
辺
お
よ
び
西
平
井
・
鰭

ケ
崎
地
区
の
全
域
を
対
象

に
用
途
地
域
等
の
指
定
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
木
地
区
の
全

域
お
よ
び
新
市
街
地
地
区

の
残
り
の
区
域
に
つ
い
て
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
円

滑
な
推
進
と
土
地
活
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
用
途

地
域
お
よ
び
地
区
計
画
等

に
関
す
る
都
市
計
画
手
続

き
を
進
め
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
区
域
の
用
途

地
域
の
指
定
に
つ
い
て

　

な
お
、
用
途
地
域
お
よ

び
地
区
計
画
等
の
都
市
計

画
手
続
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
地
元
関
係
者
等

へ
の
周
知
お
よ
び
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
９
月
９

日
に
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
、
公
聴
会
、

案
の
縦
覧
等
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

�

･

　

松
戸 
野
田
有
料
道
路･

は
、
主
要
地
方
道
松
戸 

野
田
線
の
バ
イ
パ
ス
道
路

と
し
て
昭
和　

年　

月
１

５２

１０

日
に
供
用
開
始
さ
れ
て
以

来
、　

年
間
利
用
者
が
料

３０

金
を
負
担
し
て
通
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
年　

月
１０

１
日
よ
り
無
料
開
放
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
道
と
な
る
主

･

要
地
方
道
松
戸 
野
田
線

の
流
山
市
南
地
先
か
ら
野

田
市
下
町
地
先
ま
で
の
約

９　

の
区
間
に
つ
い
て
、

km
現
在
、
野
田
市
と
連
携
し

て
千
葉
県
と
移
管
の
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
　

６
月
定
例
会
の
議
決

後
、
７
月
２
日
に
特
定
事

松
戸
･
野
田
有
料
道

路
の
無
料
化
に
つ
い
て

小
山
小
学
校
校
舎
建

設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

つ
い
て

業
契
約
を
行
い
、
お
お
た

か
の
森
Ｐ
Ｆ
Ｉ
株
式
会
社

に
よ
る
基
本
設
計
が
終
了

し
ま
し
た
。
現
在
、
実
施

設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
入
札
の
際
の
契
約
相

手
か
ら
の
提
案
書
を
ベ
ー

ス
に
、
小
山
小
学
校
の
保

護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、

小
山
小
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
お
よ
び
学
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
委
員
会
、
現
場
の

教
師
や
子
ど
も
た
ち
等
を

対
象
に
し
た
説
明
会
等
を

行
い
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、

利
用
区
分
の
修
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
お
よ

び
福
祉
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
有
効
的
活
用
等
、

複
合
施
設
と
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
が
一
層
向
上
し
、
機

能
的
に
も
優
れ
た
基
本
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

施
設
計
に
つ
い
て
は
、
説

明
会
等
を
開
催
し
、
状
況

等
を
広
く
市
民
の
方
々
に

ご
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

お
お
た
か
の
森
Ｐ
Ｆ
Ｉ
株

式
会
社
に
よ
る
建
築
確
認

申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
、

本
年　

月
の
工
事
着
工
を

１２

目
指
し
ま
す
。

一般報告をする井崎市長　一般報告をする井崎市長

　小学生が祈り鶴を広島平和記念公園へ小学生が祈り鶴を広島平和記念公園へ

再整備計画が進む旧清美園　再整備計画が進む旧清美園

相馬ユートピア　相馬ユートピア

環境や安全に配慮した複合施設　環境や安全に配慮した複合施設

　１０月１日から無料化される松戸･野田有料道路１０月１日から無料化される松戸･野田有料道路
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第１１４６号（　）　　　平成１９年９月１５日（土曜日）３

説明会日程

南流山センター
１０時
～１１時３０分

９月３０日�
初石公民館

１４時
～１５時３０分

東部公民館
１０時
～１１時３０分

１０月１３日�
江戸川台福祉会館

１４時
～１５時３０分

景観計画
景観条例

緑
豊
か
な
景
観
形
成
へ

　

街
並
み
の
連
続
性
や
緑
化
等
に
配
慮

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
に
「
流
山
市
都

１８

市
景
観
形
成
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
目
指

す
べ
き
流
山
の
景
観
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
た
基
本
方
針
を
定
め
、
良
好
な
景
観
の
形

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年

６
月
の
景
観
法
全
面
施
行
に
伴
い
、
本
市
も 

「
景
観
行
政
団
体
」
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
自
主

的
に
行
っ
て
き
た
諸
施
策
を
法
的
に
位
置
付

け
、
よ
り
一
層
良
好
な
景
観
の
形
成
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
現
在
、
法
に
基
づ
く
「
景

観
計
画
」
お
よ
び
「
景
観
条
例
」
を
平
成　
２０

年
４
月
の
施
行
を
目
指
し
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
素
案
を
公
表
し
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

��
　

流
山
市
景
観
計
画
は
、

景
観
法
第
８
条
に
基
づ
く

法
定
計
画
で
（
仮
称
）
流

山
市
景
観
条
例
の
制
定
と

と
も
に
策
定
し
、
本
市
の

景
観
計
画

計
画
の
目
的

計
画
の
目
的

良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を

定
め
、
景
観
に
対
す
る
意

識
を
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
共
有
し
、
と
も
に
醸

成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

�
　

景
観
計
画
区
域
は
、
市

計
画
区
域

計
画
区
域

全
域
と
し
ま
す
。

　

特
に
重
点
的
に
景
観
の

形
成
を
図
る
区
域
と
し
て
、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
区
域
」
お
よ
び

「
新
川
耕
地
区
域
」
を
景

観
計
画
重
点
区
域
と
し
ま

す
。

�
　

市
内
で
は
、
市
街
地
や

そ
の
周
辺
に
多
く
の
緑
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ら
は
本
市
の
特
徴
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。そ
こ
で
、

景
観
形
成
の
方
針

景
観
形
成
の
方
針

緑
を
重
要
な
景
観
の
要
素

と
し
て
考
え
、
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
戦
略
等
の
取
り

組
み
を
活
用
し
、
緑
豊
か

な
景
観
の
形
成
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
ま
す
。

　

①
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
沿
線
整
備
区
域

　

市
野
谷
の
森
お
よ
び
総

合
運
動
公
園
の
緑
を
核
と

し
て
、
街
路
樹
、
公
園
、

住
宅
地
や
商
業
地
等
の
緑

を
つ
な
げ
、
緑
に
囲
ま
れ

た
市
街
地
と
し
て
の
景
観

　豊かな田園風景が広がる新川耕地

　グリーンチェーン等の取り組みを活用し、地域の緑をつなげます

形
成
を
目
指
し
ま
す
。
区

域
を
「
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い

景
観
形
成
ゾ
ー
ン
」、「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
車
窓

眺
望
保
全
ゾ
ー
ン
」
な
ど

５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し

ま
す
。

　

②
新
川
耕
地
区
域

　

江
戸
川
、
利
根
運
河
、

斜
面
樹
林
に
囲
ま
れ
た
田

園
区
域
の
新
川
耕
地
は
、

市
を
代
表
す
る
自
然
的
景

観
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
保
全
を
原
則
と
し
つ

つ
、
自
然
的
景
観
に
配
慮

し
た
質
の
高
い
空
間
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。
区
域

を
「
新
川
の
森
景
観
保
全

ゾ
ー
ン
」、「
新
川
耕
地
景

観
保
全
ゾ
ー
ン
」
な
ど
３

つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
ま

す
。

�
　

一
定
規
模
以
上
の
建
築

景
観
形
成
の
基
準

景
観
形
成
の
基
準

物
等
に
つ
い
て
、
街
並
み

の
連
続
性
や
緑
化
等
に
配

慮
す
る
よ
う
、
形
態
意
匠

な
ど
に
基
準
を
設
け
、
新

・
増
・
改
築
や
開
発
行
為

に
関
す
る
届
出
を
義
務
付

け
ま
す
。

�
　

景
観
法
で
は
、
景
観
計

画
に
お
い
て
区
域
、
方
針

お
よ
び
行
為
の
制
限
に
関

景
観
条
例

す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

景
観
行
政
団
体
の
独
自
性

を
尊
重
し
、
届
出
の
対
象

と
す
る
行
為
お
よ
び
範
囲

な
ど
を
景
観
行
政
団
体
の

条
例
に
委
ね
て
い
ま
す
。

　

本
条
例
で
は
、
景
観
計

画
と
一
体
と
な
り
、
届
出

の
対
象
と
な
る
行
為
や
、

助
言
・
指
導
・
勧
告
な
ど

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま

す
。

　

流
山
市
景
観
計
画
（
素

案
）
お
よ
び
景
観
条
例

（
素
案
）
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

任
意
様
式
に
、
素
案
に

対
す
る
意
見
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

１７
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���������
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���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

素
案
に
ご
意
見
を

素
案
に
ご
意
見
を

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
都
市
計

画
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
。フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

to
sh
ik
e
i@
c
ity
.

ル
（  
  
  
 
  
 
   
  

n
a
g
a
re
y
a
m
a
.ch
ib
a
.

 
 
 
 
  
 
 
 
 
   
  
 
  

jp   

）
で
の
提
出
も
可
。

　

な
お
、
計
画
（
素
案
）

お
よ
び
条
例
（
素
案
）
は

都
市
計
画
課
、各
出
張
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等

は
、
計
画
策
定
に
当
た
り

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７
／
�
７

１
５
９
―
０
９
５
４

老
人
保
健
が
新
制
度
に

説
明
会
を
市
内
４
会
場
で

　

現
在
、　

歳
以
上
の
方

７５

と
、　

歳
以
上
で
一
定
の

６５

障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保

険
、
共
済
組
合
等
に
加
入

し
な
が
ら
、
老
人
保
健
制

度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、

２０

現
在
の
老
人
保
健
制
度
に

代
わ
り
、
新
た
に
、
各
都

道
府
県
単
位
で
運
営
さ
れ

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
対
象

の
方
が
、
加
入
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保

険
、
共
済
組
合
等
か
ら
離

れ
、
独
立
し
た
医
療
保
険

制
度
の
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
個

人
ご
と
に
算
定
さ
れ
、
原

則
年
金
か
ら
の
天
引
き
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
決
定

や
保
険
証
の
発
行
、
医
療

給
付
な
ど
の
運
営
は
千
葉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
い
、
保
険
料
の

徴
収
や
保
険
証
の
引
渡
し

な
ど
の
窓
口
業
務
を
市
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
説
明
会

　

市
民
の
方
を
対
象
と
し

た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
の
説
明
会
を
市
内
４

会
場
（
別
表
参
照
）
で
行

い
ま
す
。

　

□問
 

県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
�
０
４
３
―
３

０
８
―
６
７
６
８
／
市
高

齢
者
生
き
が
い
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
８
０

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
関
す
る
情
報
紙

「
私
ら
し
く　

あ
な
た
ら

し
く
」。同
紙
第
６
号
の
発

行
に
当
た
り
、
企
画
か
ら

編
集
ま
で
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま 

す
。

　

こ
の
情
報
紙
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
手
作
り
に
よ

情
報
紙
の
編
集
者
募
集

応
募
は　

日
ま
で
に

28

男女共同

り
年
１
回
発
行
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
女
性
の
社
会
参
画
」

で
す
。

　

編
集
者
と
な
ら
れ
た
方

に
は
、
事
前
研
修
を
受
け

て
い
た
だ
き
、　

月
か
ら

１０

来
年
２
月
ま
で
月
１
〜
２

回
程
度
の
編
集
会
議
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

▽
対
象
／
募
集
人
員
＝

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
／
６
人
▽
報
酬
＝
無

償
▽
編
集
会
議
＝
月
１
〜

２
回
程
度
、
市
役
所
等
で

開
催
※
２
歳
以
上
の
未
就

学
児
の
一
時
保
育
あ
り
▽

申
し
込
み
＝
９
月　

日
ま

２８

で
に
電
話
で
申
し
込
み
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
内
男
女

共
同
参
画
室
�
７
１
５
０

―
６
０
６
４

景観計画（素案）の構成

「趣旨」「目的」「市民・事業者・行政の役割」

第１章　景観計画の区域

第２章　良好な景観の形成に関する方針

第３章　良好な景観形成への組織・体制・手続きに
関する事項

第４章　良好な景観形成のための行為の制限に関す
る事項

第５章　屋外広告物の表示および屋外広告物を掲出
する物件の設置に関する行為の制限に関す
る事項

第６章　景観重要建造物・景観重要樹木の指定方針

第７章　公共施設の景観形成に関する事項

第８章　景観形成推進方策
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三
輪
野
山
地
域
の
字
の

区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更

は
、「
三
輪
野
山
第
２
土
地

区
画
整
理
事
業
」の
換
地
処

分
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

本
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
５
年
４
月
に
県
知
事

の
設
立
認
可
を
受
け
た
三

輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整

理
組
合
（
松
田
佐
一
朗
理

事
長
）
が
事
業
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
今
月　

日
２１

に
換
地
処
分
の
公
告
手
続

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
換
地
処

分
に
合
わ
せ
、
大
字
三
輪

野
山
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
沿
線
整
備
区
域
の
千

葉
県
施
行
区
域
、
独
立
法

人
都
市
再
生
機
構
施
行
区

域
、
千
葉
県
立
市
野
谷
の

森
を
除
く
）
並
び
に
市
野

谷
お
よ
び
大
字
下
花
輪
の

各
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
、

「
字
の
区
域
お
よ
び
名
称

の
変
更
」
を
行
い
、
行
政

区
域
を
整
備
し
ま
す
（
別

図
参
照
）。

　

変
更
期
日
（
平
成　

年
１９

９
月　

日
）
か
ら
新
し
い

２２

住
所
の
表
示
と
な
り
、
変

更
区
域
内
に
あ
る
消
防
本

部
な
ど
の
公
の
施
設
も
住

所
が
変
わ
り
ま
す
。

　

※
注
…
換
地
処
分
と
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
換
地
計
画
（
区
画
整

理
前
後
の
土
地
に
関
す
る

関
係
権
利
事
項
を
表
示
し

た
も
の
）
の
内
容
を
、
土

地
所
有
者
や
借
地
権
者
、

抵
当
権
者
な
ど
関
係
権
利

者
に
通
知
す
る
こ
と

　
新
し
い
字
の
名
称

　

新
し
い
字
の
名
称
は
、

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
がががががががががががががががががががが
誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五
丁
目
が
誕
生

９
月　

日
か
ら
新
名
称
に

２２

三輪野山・下花輪・市野谷の各一部山・下花輪・市野谷の各一部
字の区域および名称を変更します字の区域および名称を変更します

　

平
成
５
年
か
ら
組
合
施
行
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
「
三
輪
野
山
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
」
が
完
了
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
今
月　

日
に
は
、
換
地
処
分

２１

の
公
告
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
換
地
処
分
に
合
わ
せ
、
市
で
は
、
大
字
三

輪
野
山
お
よ
び
市
野
谷
、
大
字
下
花
輪
の
各
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
「
字
の
区
域

お
よ
び
名
称
の
変
更
」
を
行
い
、
新
た
に
三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五
丁
目
が
誕
生
し

ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企業団�

山五丁目�

茂侶神社�

道路
3・2
・2
5号
　下
花輪
駒木
線�

野山三丁目�

三輪野山二丁目�

三輪野山四丁目�

都市計
画道路

3・4・
5号　

加市野
谷線�

都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
2
号
　
新
川
南
流
山
線�

「
三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五

丁
目
」
に
な
り
ま
す
。
丁

目
表
示
は
漢
数
字
を
用
い

ま
す
。

地
番
に
つ
い
て

　

三
輪
野
山
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
の
区
域
内
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
地
番

に
変
わ
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の

区
域
外
に
つ
い
て
は
、
地

番
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
地
番
の
上
に
新

し
い
字
の
名
称
「
三
輪
野

山
一
丁
目
〜
五
丁
目
」
を

組
み
合
わ
せ
た
表
示
に
な

り
ま
す
。

住
所
や
所
在
地

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
回
の
「
字
の
区
域
お

よ
び
名
称
の
変
更
」
に
よ

り
、
変
更
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
方
お
よ
び
事
業
主

の
方
は
、
住
所
や
所
在
地

の
変
更
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
市
役
所

や
法
務
局
（
登
記
所
）
な

ど
が
職
権
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
、
皆
さ
ま

ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ

く
も
の
が
あ
り
ま
す
（
別

表
参
照
）。

　

変
更
区
域
内
の
各
世
帯

お
よ
び
事
業
所
に
は
、
住

所
変
更
通
知
書
な
ど
（
①

〜
⑧
）
を
、
今
月
初
旬
か

ら
順
次
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

①
住
所
変
更
通
知
書
…

新
住
所
の
お
知
ら
せ
通
知
。

　

②
字
の
区
域
及
び
名
称

の
変
更
の
お
知
ら
せ
…
変

更
手
続
き
用
の
解
説
チ
ラ

シ
。

　

③
住
所
変
更
証
明
書

（
１
人
５
枚
）
…
各
種
手

続
き
に
必
要
な
証
明
書
。

※
証
明
書
が
不
足
の
場
合

は
、
９
月　

日
�
か
ら
総

２５

務
課
で
追
加
発
行（
無
料
）

し
ま
す

　

④
本
籍
変
更
証
明
書

（
１
人
１
枚
）
…
自
動
車

運
転
免
許
証
の
本
籍
（
三

輪
野
山
に
本
籍
を
置
か
れ

て
い
る
方
）
を
変
更
す
る

時
に
必
要
な
証
明
書
。

　

⑤
土
地
・
建
物
登
記
事

項
の
所
有
者
欄（
所
有
権
）

の
住
所
変
更
登
記
申
請
書

及
び
記
載
例
…
住
所
変
更

登
記
を
す
る
た
め
の
申
請

書
お
よ
び
記
載
例
。

　

⑥
町
名
表
示
板
…
門
扉

等
に
付
け
る
表
示
板
。

　

⑦
案
内
図
…
変
更
区
域

内
の
案
内
図
。

　

⑧
無
料
ハ
ガ
キ
（
１
世

帯
・
１
事
業
所
に
各　

枚
）

５０

…
お
知
り
合
い
や
取
引
先

等
へ
の
新
住
所
の
お
知
ら

せ
用
ハ
ガ
キ
。

　

住
所
や
所
在
地
の
表
示

の
変
更
手
続
き
は
、
変
更

期
日
（
９
月　

日
）
以
降

２２

（
各
施
設
の
閉
庁
日
を
除

く
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
三
輪
野
山
第
２

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
土
地
や
建
物
の
登
記

簿
は
、
区
画
整
理
登
記
終

了
ま
で
登
記
所
で
登
記
簿

を
閉
鎖
し
て
い
る
た
め
、

登
記
簿
の
変
更
を
し
て
い

た
だ
く
の
は
、
閉
鎖
解
除

後
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
所
有
権
者

の
方
に
は
、
登
記
簿
の
閉

鎖
が
解
除
さ
れ
次
第
、
土

地
区
画
整
理
組
合
か
ら
そ

の
旨
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

町
名
（
字
名
称
）
変

更
関
係
…
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
７
／
土
地

区
画
整
理
事
業
、
地
番
関

係
…
土
地
区
画
整
理
組
合

�
７
１
５
０
―
２
４
７
７
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
０
／
本

籍
・
住
所
変
更
関
係
…
市

民
課
�
７
１
５
０
―
６
０

７
５

うもの
りません

ていただくもの

内容
表示に書き換えます。

しい住所に書き

しい町名・地番

載したものを、
各担当課）から

地番」を新し
えます。

家屋番号」を
き換えます。

更期日（９月２２日）以降（各施設

更証明書」および「会社等の所在
５日から市役所総務課で追加発行

手続き期限申請・届出先類等

変更期日以降
（土・日曜、
祝日等を除く）
に各担当窓口
にお越しくだ
さい。新しい
住所に書き換
えいたします。

市民税課
�7150－6073

明書
自転車、
動車標
書

市民課
�7150－6075

帳カ－ド

証

障害者支援課
�7150－6081

扶養手当

国保年金課
�7150－6077

書かれた
書

（２）法務局（登記所）への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　名

必要に応じて申
請してください。
　なお、売買、
抵当権の設定お
よび抹消をされ
る方は、前もっ
て住所変更登
記を申請してお
く必要がありま
す。

※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

流山・松戸市
内の土地や建
物については、
千葉地方法
務局松戸支
局（登記所）
へ申請してく
ださい。
 ℡047－363
－6278

①登記申請書
②住所変更証明書
③印かん
 （認印でも可）
④委任する場合は
　委任状

変更区域内に住
所がある方で、土
地や建物を登記
している方。

土地、建物登記事項
の所有者欄（所有権）
の住所変更登記

変更区域内に住
所がある方で、土
地または建物登
記簿に抵当権、
地上権等の権利
者として登記し
ている方。

抵当権者等の表示変
更登記

本店または主た
る事務所の場合
は、変更期日か
ら２週間以内。
　支店または従
たる事務所の場
合は、変更期日
から３週間以
内。
※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

本店または主
たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

①登記申請書
②変更証明書
③会社等の印鑑登
　録をした印かん
④委任する場合は
　委任状

変更区域内で左
欄の登記をして
いる会社等の代
表者および役員
の方。

※支店等で登記
を要しない会社
・法人がありま
すので、詳しく
は法務局へ問い
合わせを

会社等の商業登記およ
び法人登記

①会社の本店変更登
　記
②法人の主たる事務
　所変更登記
③代表者の住所変更
　登記 支店または従

たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

（２）法務局（登記所）への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　　　名

必要に応じて申
請してください。
　なお、売買、
抵当権の設定お
よび抹消をされ
る方は、前もっ
て住所変更登
記を申請してお
く必要がありま
す。

※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

流山市・松戸
市内の土地や
建物について
は、千葉地方
法務局松戸
支 局（登 記
所）へ申請し
てください。
�047－363
－6278

①登記申請書
②住所変更証明書
③印かん
 （認印でも可）
④委任する場合は
　委任状

変更区域内に住
所がある方で、土
地や建物を登記
している方。

土地、建物登記事項
の所有者欄（所有権）
の住所変更登記

変更区域内に住
所がある方で、土
地または建物登
記簿に抵当権、
地上権等の権利
者として登記し
ている方。

抵当権者等の表示変
更登記

本店または主た
る事務所の場合
は、変更期日か
ら２週間以内。
　支店または従
たる事務所の場
合は、変更期日
から３週間以
内。
※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

本店または主
たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

①登記申請書
②変更証明書
③会社等の印鑑登
　録をした印かん
④委任する場合は
　委任状

変更区域内で左
欄の登記をして
いる会社等の代
表者および役員
の方。

※支店等で登記
を要しない会社
・法人がありま
すので、詳しく
は法務局へ問い
合わせを

会社等の商業登記およ
び法人登記

①会社の本店変更登
　記
②法人の主たる事務
　所変更登記
③代表者の住所変更
　登記 支店または従

たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

（３）警察、運輸局等への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　　　名

速やかに変更
手続きをして
ください。

流山警察署
�7159－0110
（月～金曜
8：30～16：30）
または、
流山運転免許セ
ンター
�7147－2000
（日～金曜
8：30～11：00、
13：00～16：00）

【住所の変更】
①住所変更証明書
②運転免許証

【本籍の変更】
①本籍変更証明書
②運転免許証
※住所と本籍が変
更になった方は、
それぞれの変更証
明書が必要です

変更区域内に住
所または本籍が
ある方で、運転
免許証をお持ち
の方。

自動車運転免許
証の住所変更お
よび本籍変更

速やかに変更
手続きをして
ください。

関東運輸局千葉
運輸支局野田自
動車検査登録事
務所（野田市）
�050－5540－
2023
（平日
8：45～11：45、
13：00～16：00）

①住所変更証明書
②車検証
③印かん
④法人の場合は登
記簿抄本
※検査証記入申請
書は有料です。所
有者と使用者が異
なる場合、所有者
（販売会社等）の
委任状が必要です

自動車（普通、
大型）、１２５ccを
超えるオートバ
イを所有してい
る方。

自動車等の車検
証の住所変更

軽自動車検査協
会千葉事務所野
田支所（野田市）
�7120－2020
（平日
8：45～11：45、
13：00～16：00）

①住所変更証明書
②車検証
③印かん
※検査証記入申請
書は有料です。所
有者と使用者が異
なる場合、検査証記
入申請書に所有者
の印が必要です

軽自動車（三輪
・四輪）を所有
している方。

※上表に掲載した以外にも、法令による認可や許可、免許証および登録証等や、勤務先、高
校、大学などへの住所変更の届出を要するものは、それぞれ所定の手続きを行ってください

注

（　）　　 第１１４６号５
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����������������������
����������������������
����������������������

三輪野山・下花輪・市野谷の各一部三輪野山

北千葉広域水道企

三輪野山

都市
計画
道路

三輪野

三輪野山一丁目�

流山市�
消防本部�

主
要
地
方
道
路
松
戸
・
野
田
線�

都
市
計
画
道
路
3
・
2
・
１
６
号
　
三
輪
野
山
西
平
井
線�

市役所、法務局が手続きを行
※皆さまが手続きを行う必要はあり

皆さまに手続きを行って

訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練
成成成成成成成成成成
果果果果果果果果果果
をををををををををを
競競競競競競競競競競
うううううううううう

訓
練
成
果
を
競
う

　
　
　

今
月　

日
に
文
化
会
館
で

３０

「
第　

回
消
防
団
実
戦
消

１６

防
操
法
大
会
」
が
、
今
月

　

日
、
文
化
会
館
駐
車
場

３０で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
消
防
団
員

に
必
要
な
基
本
動
作
や
消

防
機
械
器
具
の
取
り
扱
い

な
ど
、
総
合
的
な
技
術
を

競
い
合
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内　

の
分

２３

団
が
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」

と
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

　

地
域
を
守
る
消
防
団
が
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披

露
し
、
そ
の
技
を
競
う

に
分
か
れ
て
、
実
戦
さ
な

が
ら
に
息
の
合
っ
た
消
防

操
法
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
元
分
団
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

３０

８
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
文
化
会
館
駐
車
場
▽
入

場
料
＝
無
料

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
１
１
９

１０月３日は戦没者追悼式１０月３日は戦没者追悼式

会場へは無料バスのご利用を会場へは無料バスのご利用を

　

過
去
の
大
戦
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
追

悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
平
和
を
祈
願
す
る
「
流

山
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を

　

月
３
日
、
文
化
会
館
で

１０開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
各
所
と

会
場
を
結
ぶ
無
料
バ
ス

（
別
表
参
照
）
を
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１０

　

時
〜
（
受
け
付
け
は　

１４

１３

時
〜
）
▽
場
所
＝
文
化
会

館
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

素
敵
で
快
適
な
毎
日
を

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

　

女
性
に
と
っ
て
、
各
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
の
体
の

し
く
み
や
体
調
の
変
化
を

知
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
快

適
に
生
活
す
る
方
法
を
知

る
こ
と
は
、
生
き
生
き
と

生
活
す
る
上
で
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

「
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
と

体
の
変
化
」
を
知
り
、
ま

た
効
果
的
な
体
操
を
学
び
、

素
敵
で
快
適
な
毎
日
を
送

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市

で
は
「
女
性
の
た
め
の
健

康
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１０

▽
時
間
＝
①　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分
②　

時
〜　

時

１２

３０

１４

１６

※
で
き
る
だ
け
①
②
両
方

ご
参
加
を
▽
場
所
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
女
性
／　
４０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
／

講
師
＝
①
講
演
「
生
き
生

き
と
美
し
く
快
適
に
過
ご

そ
う
女
性
ラ
イ
フ
」
／
柳

堀
厚
さ
ん
（
露
仙
堂
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
②
講
話
・

実
技
「
女
性
の
た
め
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
」
／
中
嶋
佳

子
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
医

学
部
付
属
浦
安
医
院
循
環

器
内
科
・
運
動
指
導
士
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
昼
食
▽
申
し
込

み
＝　

日
か
ら
電
話
で
保

１８

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

健
康
を
見
直
そ
う　
　
　
　
　

　
　

地
区
栄
養
講
座
に
ご
参
加
を

　

流
山
市
健
康
づ
く
り
推

進
員
に
よ
る
「
地
区
栄
養

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

　

▽
期
日
／
場
所
等
＝
別

表
の
と
お
り
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時
▽
対
象
＝
市
民

１３

▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
程

度
（
材
料
代
）
▽
持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
▽
申

し
込
み
＝　

日
か
ら
電
話

１８

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

市有地を売却します
個人・法人を　　 

　　問いません

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
市
有
地
３
物

件
を
一
般
競
争
入
札
で
売

却
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

入
札
参
加
者
は
、
市
内

外
の
個
人
・
法
人
を
問
い

ま
せ
ん
（
あ
る
一
定
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
参
加

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
）。

　

▽
入
札
参
加
申
し
込
み

期
間
／
場
所
＝
９
月　

日
２８

�
ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
９
時
〜　

時
）

１７

／
管
財
課
へ
直
接
持
参
▽

入
札
日
／
場
所
＝　

月
１

１０

日
�
／
市
役
所
３
階
会
議

室
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

実戦消防
操法大会

（１）市役所が行うもの

手続き内件　　名
「所在地欄」を新しい土地表土地・家屋台帳

「住所欄」を新し
換えます。

住民票
印鑑登録原票
外国人登録原票
選挙人名簿など

「本籍欄」を新し
に書き換えます。

戸籍簿、戸籍の附票

新しい住所を記載
後日、市役所（各
郵送します。 

国民健康保険被保険者証
介護保険被保険者証
介護保険負担限度額認定証
児童扶養手当証書 
乳幼児医療費助成受給券
老人保健医療受給者証
老人保健特定疾病療養受療証
老人医療の限度額適用・
標準負担額減額認定証

（２）法務局（登記所）が行うもの
「表題部の所在、
いものに書き換え

土地登記簿

「表題部の所在、
新しいものに書き

建物登記簿

◇住所や所在地の表示の変更手続きは、変更
の閉庁日を除く）にお願いします。

◇住所（所在地）の変更に必要な「住所変更
地変更証明書」が不足する場合は、９月２５
（無料）します。

◇登録免許税や手数料は免除されます。

（１）市役所への手続き

必要書類対象となる方件　　　名

①住所変更証
②原動機付き
小型特殊自
識交付証明書

③印かん

１２５cc以下のバイ
ク、小型特殊自
動車を所有して
いる方。

原動機付き自転車およ
び小型特殊自動車標識
交付証明書の住所変更

①住民基本台帳
写真入りの住民基
本台帳カ－ドを
お持ちの方。

住民基本台帳カ－ドの
住所変更（写真入りカー
ドのみ）

①外国人登録証
外国人登録証を
お持ちの方。

外国人登録証の居住地
変更

①特別児童扶
　証書
②印かん

特別児童扶養手
当証書をお持ち
の方。

特別児童扶養手当証書
の住所変更

①件名欄に書
　該当する証書

左記の証書をお
持ちの方。

国民健康保険等の各証
書の住所変更
●国民健康保険限度額
　適用・標準負担額減
　額認定証
●国民健康保険標準負
　担額減額認定証
●国民健康保険限度額
　適用認定証
●国民健康保険被保険
　者資格証明書

定　員
（先着順）

テ　　ー　　マ期日／場所ブロック名

20人
おいしく食べてヘルシーレシピ 
～メタボリックを知っていますか？～

10月 2日�
東部公民館

５ブロック

30人
メタボリックを防ごう 
～むりなくおいしくすこやか減量～

10月11日�
保健センター

２ブロック

30人 
（男性）

男性のための料理教室 
～だしが決め手の一汁三菜～

10月18日�
保健センター

１ブロック

最低売却価格面　積
所　　在　　地
（流山市）

物件
番号

１８,２４５,５６８円１５６.４８㎡こうのす台１０３２番６０１

２１,０２１,８１４円１８０.２９㎡こうのす台１０３２番９８２

　７,９９７,６８２円７４.１９㎡こうのす台１０３０番２３

無料バスの運行予定時刻表

　☆１号車の運行コース

老人福祉センター（13：00）―平方バス停前（13：05）―
江戸川台駅西口千葉銀行前（13：10）―ＪＡ流山市新川支
店前（13：15）―富士見台バス停（13：20）―南Ｔ字路
（13：25）―文化会館（13：30）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―老人福祉センター

　☆２号車の運行コース

初石公民館（13：00）―東初石２丁目（有）初石鈑金前
（13：05）―八木郵便局入口バス停（13：10）―駒木　旧
江原商店前（13：15）―正満寺前（13：20）―市野谷　旧
松山商店前（13：25）―文化会館（13：30）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―初石公民館

　☆３号車の運行コース

香取神社前バス停（12：30）―松ケ丘自治会館（12：45）
―東部公民館（13：00）―東部中学校正門前（13：05）―
文化会館（13：25）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―香取神社前バス停

　☆４号車の運行コース

南流山７号公園（12：30）―南流山センター（12：35）―
横須賀橋手前（12：40）―東洋学園大学前（12：50）―思
井福祉会館前（12：55）―八木中学校正門前（13：05）―
芝崎バス停（13：10）―西平井青年館前（13：15）―文化
会館（13：20）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―南流山７号公園

※帰りの出発時間は、式典の進行状況により変更になる

場合があります

ポリオ予防接種
　▽会場・実施日＝別表のとおり▽対象＝生後３
カ月～７歳６カ月未満児▽申し込み＝母子健康手
帳、予診票を持参の上、当日直接会場へ※体調が
悪い場合は接種を受けられないこともあります。
会場へは、なるべく公共交通機関をご利用くださ
い

実　　施　　日会　　場

９／２０�、９／２７�、１０／３�保 健 セ ン タ ー

９／２８�文 化 会 館

９／２１�、１０／４�南流山センター

１０／５�東 部 公 民 館

【受付時間】１３時１５分～１４時１５分（接種開始は１３時３０分～）

　□問 保健センター�７１５４－０３３１
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三
輪
野
山
地
域
の
字
の

区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更

は
、「
三
輪
野
山
第
２
土
地

区
画
整
理
事
業
」の
換
地
処

分
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

本
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
５
年
４
月
に
県
知
事

の
設
立
認
可
を
受
け
た
三

輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整

理
組
合
（
松
田
佐
一
朗
理

事
長
）
が
事
業
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
今
月　

日
２１

に
換
地
処
分
の
公
告
手
続

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
換
地
処

分
に
合
わ
せ
、
大
字
三
輪

野
山
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
沿
線
整
備
区
域
の
千

葉
県
施
行
区
域
、
独
立
法

人
都
市
再
生
機
構
施
行
区

域
、
千
葉
県
立
市
野
谷
の

森
を
除
く
）
並
び
に
市
野

谷
お
よ
び
大
字
下
花
輪
の

各
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
、

「
字
の
区
域
お
よ
び
名
称

の
変
更
」
を
行
い
、
行
政

区
域
を
整
備
し
ま
す
（
別

図
参
照
）。

　

変
更
期
日
（
平
成　

年
１９

９
月　

日
）
か
ら
新
し
い

２２

住
所
の
表
示
と
な
り
、
変

更
区
域
内
に
あ
る
消
防
本

部
な
ど
の
公
の
施
設
も
住

所
が
変
わ
り
ま
す
。

　

※
注
…
換
地
処
分
と
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
換
地
計
画
（
区
画
整

理
前
後
の
土
地
に
関
す
る

関
係
権
利
事
項
を
表
示
し

た
も
の
）
の
内
容
を
、
土

地
所
有
者
や
借
地
権
者
、

抵
当
権
者
な
ど
関
係
権
利

者
に
通
知
す
る
こ
と

　
新
し
い
字
の
名
称

　

新
し
い
字
の
名
称
は
、

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
がががががががががががががががががががが
誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五
丁
目
が
誕
生

９
月　

日
か
ら
新
名
称
に

２２

三輪野山・下花輪・市野谷の各一部山・下花輪・市野谷の各一部
字の区域および名称を変更します字の区域および名称を変更します

　

平
成
５
年
か
ら
組
合
施
行
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
「
三
輪
野
山
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
」
が
完
了
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
今
月　

日
に
は
、
換
地
処
分

２１

の
公
告
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
換
地
処
分
に
合
わ
せ
、
市
で
は
、
大
字
三

輪
野
山
お
よ
び
市
野
谷
、
大
字
下
花
輪
の
各
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
「
字
の
区
域

お
よ
び
名
称
の
変
更
」
を
行
い
、
新
た
に
三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五
丁
目
が
誕
生
し

ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企業団�

山五丁目�

茂侶神社�

道路
3・2
・2
5号
　下
花輪
駒木
線�

野山三丁目�

三輪野山二丁目�

三輪野山四丁目�

都市計
画道路

3・4・
5号　

加市野
谷線�

都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
2
号
　
新
川
南
流
山
線�

「
三
輪
野
山
一
丁
目
〜
五

丁
目
」
に
な
り
ま
す
。
丁

目
表
示
は
漢
数
字
を
用
い

ま
す
。

地
番
に
つ
い
て

　

三
輪
野
山
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
の
区
域
内
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
地
番

に
変
わ
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の

区
域
外
に
つ
い
て
は
、
地

番
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
地
番
の
上
に
新

し
い
字
の
名
称
「
三
輪
野

山
一
丁
目
〜
五
丁
目
」
を

組
み
合
わ
せ
た
表
示
に
な

り
ま
す
。

住
所
や
所
在
地

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
回
の
「
字
の
区
域
お

よ
び
名
称
の
変
更
」
に
よ

り
、
変
更
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
方
お
よ
び
事
業
主

の
方
は
、
住
所
や
所
在
地

の
変
更
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
市
役
所

や
法
務
局
（
登
記
所
）
な

ど
が
職
権
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
、
皆
さ
ま

ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ

く
も
の
が
あ
り
ま
す
（
別

表
参
照
）。

　

変
更
区
域
内
の
各
世
帯

お
よ
び
事
業
所
に
は
、
住

所
変
更
通
知
書
な
ど
（
①

〜
⑧
）
を
、
今
月
初
旬
か

ら
順
次
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

①
住
所
変
更
通
知
書
…

新
住
所
の
お
知
ら
せ
通
知
。

　

②
字
の
区
域
及
び
名
称

の
変
更
の
お
知
ら
せ
…
変

更
手
続
き
用
の
解
説
チ
ラ

シ
。

　

③
住
所
変
更
証
明
書

（
１
人
５
枚
）
…
各
種
手

続
き
に
必
要
な
証
明
書
。

※
証
明
書
が
不
足
の
場
合

は
、
９
月　

日
�
か
ら
総

２５

務
課
で
追
加
発
行（
無
料
）

し
ま
す

　

④
本
籍
変
更
証
明
書

（
１
人
１
枚
）
…
自
動
車

運
転
免
許
証
の
本
籍
（
三

輪
野
山
に
本
籍
を
置
か
れ

て
い
る
方
）
を
変
更
す
る

時
に
必
要
な
証
明
書
。

　

⑤
土
地
・
建
物
登
記
事

項
の
所
有
者
欄（
所
有
権
）

の
住
所
変
更
登
記
申
請
書

及
び
記
載
例
…
住
所
変
更

登
記
を
す
る
た
め
の
申
請

書
お
よ
び
記
載
例
。

　

⑥
町
名
表
示
板
…
門
扉

等
に
付
け
る
表
示
板
。

　

⑦
案
内
図
…
変
更
区
域

内
の
案
内
図
。

　

⑧
無
料
ハ
ガ
キ
（
１
世

帯
・
１
事
業
所
に
各　

枚
）

５０

…
お
知
り
合
い
や
取
引
先

等
へ
の
新
住
所
の
お
知
ら

せ
用
ハ
ガ
キ
。

　

住
所
や
所
在
地
の
表
示

の
変
更
手
続
き
は
、
変
更

期
日
（
９
月　

日
）
以
降

２２

（
各
施
設
の
閉
庁
日
を
除

く
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
三
輪
野
山
第
２

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
土
地
や
建
物
の
登
記

簿
は
、
区
画
整
理
登
記
終

了
ま
で
登
記
所
で
登
記
簿

を
閉
鎖
し
て
い
る
た
め
、

登
記
簿
の
変
更
を
し
て
い

た
だ
く
の
は
、
閉
鎖
解
除

後
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
所
有
権
者

の
方
に
は
、
登
記
簿
の
閉

鎖
が
解
除
さ
れ
次
第
、
土

地
区
画
整
理
組
合
か
ら
そ

の
旨
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

町
名
（
字
名
称
）
変

更
関
係
…
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
７
／
土
地

区
画
整
理
事
業
、
地
番
関

係
…
土
地
区
画
整
理
組
合

�
７
１
５
０
―
２
４
７
７
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
０
／
本

籍
・
住
所
変
更
関
係
…
市

民
課
�
７
１
５
０
―
６
０

７
５

うもの
りません

ていただくもの

内容
表示に書き換えます。

しい住所に書き

しい町名・地番

載したものを、
各担当課）から

地番」を新し
えます。

家屋番号」を
き換えます。

更期日（９月２２日）以降（各施設

更証明書」および「会社等の所在
５日から市役所総務課で追加発行

手続き期限申請・届出先類等

変更期日以降
（土・日曜、
祝日等を除く）
に各担当窓口
にお越しくだ
さい。新しい
住所に書き換
えいたします。

市民税課
�7150－6073

明書
自転車、
動車標
書

市民課
�7150－6075

帳カ－ド

証

障害者支援課
�7150－6081

扶養手当

国保年金課
�7150－6077

書かれた
書

（２）法務局（登記所）への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　名

必要に応じて申
請してください。
　なお、売買、
抵当権の設定お
よび抹消をされ
る方は、前もっ
て住所変更登
記を申請してお
く必要がありま
す。

※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

流山・松戸市
内の土地や建
物については、
千葉地方法
務局松戸支
局（登記所）
へ申請してく
ださい。
 ℡047－363
－6278

①登記申請書
②住所変更証明書
③印かん
 （認印でも可）
④委任する場合は
　委任状

変更区域内に住
所がある方で、土
地や建物を登記
している方。

土地、建物登記事項
の所有者欄（所有権）
の住所変更登記

変更区域内に住
所がある方で、土
地または建物登
記簿に抵当権、
地上権等の権利
者として登記し
ている方。

抵当権者等の表示変
更登記

本店または主た
る事務所の場合
は、変更期日か
ら２週間以内。
　支店または従
たる事務所の場
合は、変更期日
から３週間以
内。
※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

本店または主
たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

①登記申請書
②変更証明書
③会社等の印鑑登
　録をした印かん
④委任する場合は
　委任状

変更区域内で左
欄の登記をして
いる会社等の代
表者および役員
の方。

※支店等で登記
を要しない会社
・法人がありま
すので、詳しく
は法務局へ問い
合わせを

会社等の商業登記およ
び法人登記

①会社の本店変更登
　記
②法人の主たる事務
　所変更登記
③代表者の住所変更
　登記 支店または従

たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

（２）法務局（登記所）への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　　　名

必要に応じて申
請してください。
　なお、売買、
抵当権の設定お
よび抹消をされ
る方は、前もっ
て住所変更登
記を申請してお
く必要がありま
す。

※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

流山市・松戸
市内の土地や
建物について
は、千葉地方
法務局松戸
支 局（登 記
所）へ申請し
てください。
�047－363
－6278

①登記申請書
②住所変更証明書
③印かん
 （認印でも可）
④委任する場合は
　委任状

変更区域内に住
所がある方で、土
地や建物を登記
している方。

土地、建物登記事項
の所有者欄（所有権）
の住所変更登記

変更区域内に住
所がある方で、土
地または建物登
記簿に抵当権、
地上権等の権利
者として登記し
ている方。

抵当権者等の表示変
更登記

本店または主た
る事務所の場合
は、変更期日か
ら２週間以内。
　支店または従
たる事務所の場
合は、変更期日
から３週間以
内。
※今回の変更に
伴う申請に登録
免許税はかかり
ません（無料）

本店または主
たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

①登記申請書
②変更証明書
③会社等の印鑑登
　録をした印かん
④委任する場合は
　委任状

変更区域内で左
欄の登記をして
いる会社等の代
表者および役員
の方。

※支店等で登記
を要しない会社
・法人がありま
すので、詳しく
は法務局へ問い
合わせを

会社等の商業登記およ
び法人登記

①会社の本店変更登
　記
②法人の主たる事務
　所変更登記
③代表者の住所変更
　登記 支店または従

たる事務所の
所在地を管轄
する法務局

（３）警察、運輸局等への手続き
手続き期限申請・届出先必要書類等対象となる方件　　　名

速やかに変更
手続きをして
ください。

流山警察署
�7159－0110
（月～金曜
8：30～16：30）
または、
流山運転免許セ
ンター
�7147－2000
（日～金曜
8：30～11：00、
13：00～16：00）

【住所の変更】
①住所変更証明書
②運転免許証

【本籍の変更】
①本籍変更証明書
②運転免許証
※住所と本籍が変
更になった方は、
それぞれの変更証
明書が必要です

変更区域内に住
所または本籍が
ある方で、運転
免許証をお持ち
の方。

自動車運転免許
証の住所変更お
よび本籍変更

速やかに変更
手続きをして
ください。

関東運輸局千葉
運輸支局野田自
動車検査登録事
務所（野田市）
�050－5540－
2023
（平日
8：45～11：45、
13：00～16：00）

①住所変更証明書
②車検証
③印かん
④法人の場合は登
記簿抄本
※検査証記入申請
書は有料です。所
有者と使用者が異
なる場合、所有者
（販売会社等）の
委任状が必要です

自動車（普通、
大型）、１２５ccを
超えるオートバ
イを所有してい
る方。

自動車等の車検
証の住所変更

軽自動車検査協
会千葉事務所野
田支所（野田市）
�7120－2020
（平日
8：45～11：45、
13：00～16：00）

①住所変更証明書
②車検証
③印かん
※検査証記入申請
書は有料です。所
有者と使用者が異
なる場合、検査証記
入申請書に所有者
の印が必要です

軽自動車（三輪
・四輪）を所有
している方。

※上表に掲載した以外にも、法令による認可や許可、免許証および登録証等や、勤務先、高
校、大学などへの住所変更の届出を要するものは、それぞれ所定の手続きを行ってください

注

（　）　　 第１１４６号５
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三輪野山・下花輪・市野谷の各一部三輪野山

北千葉広域水道企

三輪野山

都市
計画
道路

三輪野

三輪野山一丁目�

流山市�
消防本部�

主
要
地
方
道
路
松
戸
・
野
田
線�

都
市
計
画
道
路
3
・
2
・
１
６
号
　
三
輪
野
山
西
平
井
線�

市役所、法務局が手続きを行
※皆さまが手続きを行う必要はあり

皆さまに手続きを行って

訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練
成成成成成成成成成成
果果果果果果果果果果
をををををををををを
競競競競競競競競競競
うううううううううう

訓
練
成
果
を
競
う

　
　
　

今
月　

日
に
文
化
会
館
で

３０

「
第　

回
消
防
団
実
戦
消

１６

防
操
法
大
会
」
が
、
今
月

　

日
、
文
化
会
館
駐
車
場

３０で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
消
防
団
員

に
必
要
な
基
本
動
作
や
消

防
機
械
器
具
の
取
り
扱
い

な
ど
、
総
合
的
な
技
術
を

競
い
合
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内　

の
分

２３

団
が
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」

と
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

　

地
域
を
守
る
消
防
団
が
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披

露
し
、
そ
の
技
を
競
う

に
分
か
れ
て
、
実
戦
さ
な

が
ら
に
息
の
合
っ
た
消
防

操
法
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
元
分
団
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

３０

８
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
文
化
会
館
駐
車
場
▽
入

場
料
＝
無
料

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
１
１
９

１０月３日は戦没者追悼式１０月３日は戦没者追悼式

会場へは無料バスのご利用を会場へは無料バスのご利用を

　

過
去
の
大
戦
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
追

悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
平
和
を
祈
願
す
る
「
流

山
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を

　

月
３
日
、
文
化
会
館
で

１０開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
各
所
と

会
場
を
結
ぶ
無
料
バ
ス

（
別
表
参
照
）
を
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１０

　

時
〜
（
受
け
付
け
は　

１４

１３

時
〜
）
▽
場
所
＝
文
化
会

館
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

素
敵
で
快
適
な
毎
日
を

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

　

女
性
に
と
っ
て
、
各
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
の
体
の

し
く
み
や
体
調
の
変
化
を

知
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
快

適
に
生
活
す
る
方
法
を
知

る
こ
と
は
、
生
き
生
き
と

生
活
す
る
上
で
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

「
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
と

体
の
変
化
」
を
知
り
、
ま

た
効
果
的
な
体
操
を
学
び
、

素
敵
で
快
適
な
毎
日
を
送

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市

で
は
「
女
性
の
た
め
の
健

康
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１０

▽
時
間
＝
①　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分
②　

時
〜　

時

１２

３０

１４

１６

※
で
き
る
だ
け
①
②
両
方

ご
参
加
を
▽
場
所
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
女
性
／　
４０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
／

講
師
＝
①
講
演
「
生
き
生

き
と
美
し
く
快
適
に
過
ご

そ
う
女
性
ラ
イ
フ
」
／
柳

堀
厚
さ
ん
（
露
仙
堂
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
②
講
話
・

実
技
「
女
性
の
た
め
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
」
／
中
嶋
佳

子
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
医

学
部
付
属
浦
安
医
院
循
環

器
内
科
・
運
動
指
導
士
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
昼
食
▽
申
し
込

み
＝　

日
か
ら
電
話
で
保

１８

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

健
康
を
見
直
そ
う　
　
　
　
　

　
　

地
区
栄
養
講
座
に
ご
参
加
を

　

流
山
市
健
康
づ
く
り
推

進
員
に
よ
る
「
地
区
栄
養

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

　

▽
期
日
／
場
所
等
＝
別

表
の
と
お
り
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時
▽
対
象
＝
市
民

１３

▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
程

度
（
材
料
代
）
▽
持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
▽
申

し
込
み
＝　

日
か
ら
電
話

１８

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

市有地を売却します
個人・法人を　　 

　　問いません

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
市
有
地
３
物

件
を
一
般
競
争
入
札
で
売

却
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

入
札
参
加
者
は
、
市
内

外
の
個
人
・
法
人
を
問
い

ま
せ
ん
（
あ
る
一
定
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
参
加

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
）。

　

▽
入
札
参
加
申
し
込
み

期
間
／
場
所
＝
９
月　

日
２８

�
ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
９
時
〜　

時
）

１７

／
管
財
課
へ
直
接
持
参
▽

入
札
日
／
場
所
＝　

月
１

１０

日
�
／
市
役
所
３
階
会
議

室
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

実戦消防
操法大会

（１）市役所が行うもの

手続き内件　　名
「所在地欄」を新しい土地表土地・家屋台帳

「住所欄」を新し
換えます。

住民票
印鑑登録原票
外国人登録原票
選挙人名簿など

「本籍欄」を新し
に書き換えます。

戸籍簿、戸籍の附票

新しい住所を記載
後日、市役所（各
郵送します。 

国民健康保険被保険者証
介護保険被保険者証
介護保険負担限度額認定証
児童扶養手当証書 
乳幼児医療費助成受給券
老人保健医療受給者証
老人保健特定疾病療養受療証
老人医療の限度額適用・
標準負担額減額認定証

（２）法務局（登記所）が行うもの
「表題部の所在、
いものに書き換え

土地登記簿

「表題部の所在、
新しいものに書き

建物登記簿

◇住所や所在地の表示の変更手続きは、変更
の閉庁日を除く）にお願いします。

◇住所（所在地）の変更に必要な「住所変更
地変更証明書」が不足する場合は、９月２５
（無料）します。

◇登録免許税や手数料は免除されます。

（１）市役所への手続き

必要書類対象となる方件　　　名

①住所変更証
②原動機付き
小型特殊自
識交付証明書

③印かん

１２５cc以下のバイ
ク、小型特殊自
動車を所有して
いる方。

原動機付き自転車およ
び小型特殊自動車標識
交付証明書の住所変更

①住民基本台帳
写真入りの住民基
本台帳カ－ドを
お持ちの方。

住民基本台帳カ－ドの
住所変更（写真入りカー
ドのみ）

①外国人登録証
外国人登録証を
お持ちの方。

外国人登録証の居住地
変更

①特別児童扶
　証書
②印かん

特別児童扶養手
当証書をお持ち
の方。

特別児童扶養手当証書
の住所変更

①件名欄に書
　該当する証書

左記の証書をお
持ちの方。

国民健康保険等の各証
書の住所変更
●国民健康保険限度額
　適用・標準負担額減
　額認定証
●国民健康保険標準負
　担額減額認定証
●国民健康保険限度額
　適用認定証
●国民健康保険被保険
　者資格証明書

定　員
（先着順）

テ　　ー　　マ期日／場所ブロック名

20人
おいしく食べてヘルシーレシピ 
～メタボリックを知っていますか？～

10月 2日�
東部公民館

５ブロック

30人
メタボリックを防ごう 
～むりなくおいしくすこやか減量～

10月11日�
保健センター

２ブロック

30人 
（男性）

男性のための料理教室 
～だしが決め手の一汁三菜～

10月18日�
保健センター

１ブロック

最低売却価格面　積
所　　在　　地
（流山市）

物件
番号

１８,２４５,５６８円１５６.４８㎡こうのす台１０３２番６０１

２１,０２１,８１４円１８０.２９㎡こうのす台１０３２番９８２

　７,９９７,６８２円７４.１９㎡こうのす台１０３０番２３

無料バスの運行予定時刻表

　☆１号車の運行コース

老人福祉センター（13：00）―平方バス停前（13：05）―
江戸川台駅西口千葉銀行前（13：10）―ＪＡ流山市新川支
店前（13：15）―富士見台バス停（13：20）―南Ｔ字路
（13：25）―文化会館（13：30）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―老人福祉センター

　☆２号車の運行コース

初石公民館（13：00）―東初石２丁目（有）初石鈑金前
（13：05）―八木郵便局入口バス停（13：10）―駒木　旧
江原商店前（13：15）―正満寺前（13：20）―市野谷　旧
松山商店前（13：25）―文化会館（13：30）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―初石公民館

　☆３号車の運行コース

香取神社前バス停（12：30）―松ケ丘自治会館（12：45）
―東部公民館（13：00）―東部中学校正門前（13：05）―
文化会館（13：25）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―香取神社前バス停

　☆４号車の運行コース

南流山７号公園（12：30）―南流山センター（12：35）―
横須賀橋手前（12：40）―東洋学園大学前（12：50）―思
井福祉会館前（12：55）―八木中学校正門前（13：05）―
芝崎バス停（13：10）―西平井青年館前（13：15）―文化
会館（13：20）
◇文化会館（15：45発）―（逆順路にて）―南流山７号公園

※帰りの出発時間は、式典の進行状況により変更になる

場合があります

ポリオ予防接種
　▽会場・実施日＝別表のとおり▽対象＝生後３
カ月～７歳６カ月未満児▽申し込み＝母子健康手
帳、予診票を持参の上、当日直接会場へ※体調が
悪い場合は接種を受けられないこともあります。
会場へは、なるべく公共交通機関をご利用くださ
い

実　　施　　日会　　場

９／２０�、９／２７�、１０／３�保 健 セ ン タ ー

９／２８�文 化 会 館

９／２１�、１０／４�南流山センター

１０／５�東 部 公 民 館

【受付時間】１３時１５分～１４時１５分（接種開始は１３時３０分～）

　□問 保健センター�７１５４－０３３１
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平成１９年９月１５日（土曜日）　　　（　）６第１１４６号

★印のあるものは市主催のものです 

【コミュニティ審議会】▽日時＝９月２７日�１３時３０分～▽場所＝市役所▽内容＝新たなコミュニティ
形成を図る対応策について※傍聴可□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

�♪　第２３３回サロンコンサート　�♪
今月は２８日に

　▽日時＝９月２８日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリー▽テー
マ＝魅惑のオーボエ～亜麻色の音色を秋風にのせて～▽曲目＝①オーボ
エ協奏曲op９－２ニ長調②ストレンジャー・イン・ザ・ナイト③「サウンド・
オブ・ミュージック」より私のお気に入り④アメージング・グレース⑤情
熱大陸⑥「タイタニック　愛のテーマ」よりマイ・ハート・ウィル・ゴー・オ
ン　他▽出演＝橘　秀樹（オーボエ）、吉成曜子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

�
　

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座

・
流
山
今
は
昔
コ
ー
ス「
小

金
牧
と
流
山
」（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日 
２２

�
・　

日
�
、　

月
６
日

２９

１０

�
・　

日
�
▽
時
間
＝　

１３

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

３０

１５

３０

所
＝
中
央
図
書
館
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
５０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
各

回
の
テ
ー
マ
は
「
流
山
の

野
馬
土
手
と
新
田
開
発
」、

「
オ
ラ
ン
ダ
観
音
と
犬
落

と
し
穴
」、「
野
馬
捕
り
と

捕
込
」、「
吉
野
家
日
記
に

見
る
牧
の
人
足
」。市
内
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
野

馬
土
手
を
中
心
に
小
金
牧

と
流
山
と
の
関
わ
り
を
考

え
る
▽
講
師
＝
青
木
更
吉

さ
ん
▽
参
加
費
＝
２
０
０

円
（
資
料
代
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★ 
国  
際  
交 

こ
く 
さ
い 
こ
う 
流 
サ
ロ
ン
・

り
ゅ
う

 
韓  
国 
の 
家  
庭 

か
ん 
こ
く 

か 

て
い 
料 

り
ょ
う 
理 
の

り

 
調 

ち
ょ
う 
理 り

 
実 じっ 
習 

し
ゅ
う

と 
試 し 
食 

し
ょ
く

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）

１０

講
座
・
講
演

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円 

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

ふ
き
ん
２
枚
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
９

月　

日
ま
で
に
電
話
で
文

２６
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
勾
玉
づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１０

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
会
議

室
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
ロ
ウ
石
か
ら
勾
玉

を
作
り
ま
す
※
石
の
粉
で

白
く
汚
れ
ま
す
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
９
日
� 

１０

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１０

１１

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１０

１２

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

２０容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
操

作
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
ま
で
▽
参
加
費
＝
２

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
９
月　

日
（
必
着
）

２２

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
高
校
開
放
「
親
子
で

楽
し
む
炭
焼
き
体
験
教 

室
」

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１３

９
時
〜　

時
※
雨
天
時
は

１５

　

日
�
に
順
延
▽
場
所
＝

１４文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
／　

組（
多
数
抽
選
）

１５

▽
内
容
＝
オ
イ
ル
缶
窯
で

竹
炭
を
作
り
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
楽
し
み
ま
す
▽
参

加
費
＝
１
０
０
０
円
（
材

料
代
）▽
持
ち
物
＝
軍
手
、

団
扇
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
炭

持
ち
帰
り
用
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚

に
つ
き
１
家
族
）
に
講
座

名
、
住
所
、
家
族
の
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、小
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ
※
重
複
申
し
込

み
不
可

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

・
プ
ラ
ザ
館
の
教
室

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
を
会
場
に
、
市

民
の
方
を
対
象
と
し
た
教

室
で
す
。

　

①
裂
織
り
ラ
ン
チ
ョ
ン

マ
ッ
ト
づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１５

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１６

２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
持
ち

物
＝
古
布
、
は
さ
み
、
昼

食
▽
参
加
費
＝
無
料

　

②
包
丁
と
ぎ
教
室

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１８

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１２

２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
持
ち

物
＝
包
丁
、
砥
石
、
タ
オ

ル
、
エ
プ
ロ
ン
▽
参
加
費

＝
無
料

　

③
和
服
地
で
ベ
ス
ト
づ

く
り
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１０

１７

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２４

１３

〜　

時
▽
定
員
＝　

人 

１６

１０

（
多
数
抽
選
）
▽
持
ち
物

＝
和
服
地
、
洋
裁
道
具
▽

参
加
費
＝
無
料

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

（
１
枚
に
つ
き
１
講
座
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
９
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

教
室
・
講
座

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、　

月
か
ら
次
の
教
室

１０

・
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
や
受
講
料
、
持
ち

物
、
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

①
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

教
室
（
全　

回
）

１１

　

▽
日
時
＝　

月
５
日
〜

１０

　

月　

日
の
毎
週
金
曜

１２

２１

（　

月　

日
を
除
く
）　

１１

２３

１０

時
〜　

時　

分

１１

３０

　

②
墨
彩
画
教
室
（
全　
１０

回
）

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
〜

１０

平
成　

年
２
月　

日
の
第

２０

１９

１
・
３
火
曜
（
１
月
の
み

第
２
・
３
火
曜
）
▽
時
間

＝
①　

時
〜　

時
②　

時

１０

１２

１３

〜　

時
の
２
コ
ー
ス

１５

　

③
や
さ
し
い
英
語
講
座

（
初
級
・
ス
テ
ッ
プ
２
）

（
全　

回
）

１０

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
〜

１０

　

月　

日
の
毎
週
月
曜

１２

１７

（　

月
８
日
・　

日
を
除

１０

２２

く
）　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

④
や
さ
し
い
英
語
講
座

（
初
級
・
ス
テ
ッ
プ
３
）

（
全　

回
）

１０

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
〜

１０

　

月
４
日
の
毎
週
火
曜　

１２

１０

時
〜　

時
１２

　

⑤
初
め
て
の
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
講
座
（
全　

回
）

１２

　

▽
期
日
＝　

月
１
日
〜

１０

平
成　

年
３
月　

日
の
隔

２０

１７

週
月
曜
（　

月　

日
を
除

１２

２４

く
）
▽
時
間
＝
①　

時
〜

１３

　

時
②　

時　

分
〜　

時

１５

１８

３０

２０

　

分
の
２
コ
ー
ス

３０
　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

　

再
就
職
を
め
ざ
す
「
警

備
業
技
能
講
習
」（
全
８ 

回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１８

〜　

日
�
の
８
日
間
▽
時

２５
間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１０

１６

＝
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
松
戸
市
）
▽
対

象
／
定
員
＝　

歳
〜　

歳

６０

６５

で
市
内
在
住
の
方
／　

人
３０

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
無
料
※
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

�
千
葉
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
�

０
４
３
―
２
２
７
―
５
１

１
２

�
　

第　

回
東
葛
飾
地
方
中

６１

学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

野
田
市
総
合
公
園
陸
上

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
地
点

に
、
松
戸
市
立
中
部
小
学

校
ま
で
の　

キ
ロ
メ
ー
ト

３２

ル
を
、　

人
で
た
す
き
を

１０

つ
な
ぐ
「
東
葛
飾
地
方
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会
」。

　

参
加　

校
の
選
手
の
力

７１

走
に
ご
声
援
を
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１３

※
雨
天
決
行
▽
ス
タ
ー
ト

場
所
／
時
間
＝
野
田
市
総

大
会
・
試
合

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

／　

時
〜

１０

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

�
　

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ

ン
サ
ー
ト

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１０

　

時　

分
（
開
場
）
〜
▽

１３

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
定

員
＝　

人
（
先
着
順
）
▽

８０

テ
ー
マ
＝
お
話
と
音
楽
〜

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ま
ほ
う

の
笛
（
魔
笛
）」
音
楽
物
語

〜
▽
出
演
＝
松
下
秀
子
さ

ん
（
お
話
）、
渡
邊
郁
乃
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

森
の
図
書
館
�
７
１

５
２
―
３
２
０
０

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
国
民

健
康
保
険
料
等
収
納
指
導

員
）
の
登
録
者
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健

康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
戸
別
訪
問
に
よ
る

収
納
指
導
▽
勤
務
時
間
＝

休
日
を
含
む
９
時
〜　

時
２０

の
時
間
帯
で
月
１
４
０
時

間
以
内
▽
応
募
資
格
＝　
６０

歳
位
ま
で
の
健
康
な
方 

で
、
自
転
車
や
車
な
ど
の

交
通
用
具
を
持
ち
込
み
で

き
る
方
▽
給
与
＝
基
本
給

（
月
額
４
万
９
４
０
０
円
）

＋
歩
合
給
▽
応
募
方
法
＝

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
国
保
年
金
課
へ

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

持
参
▽
選
考
方
法
＝
書
類

審
査
の
上
、
面
接
※
登
録

者
の
採
用
通
知
は
採
用
者

の
み
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
市
臨
時
職
員
（
延
長

保
育
士
・
臨
時
保
育
士
）

の
募
集

　

①
延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久

木
・
名
都
借
・
長
崎
・
東

深
井
保
育
所
▽
勤
務
時
間

＝
月
〜
金
曜
（
７
時
〜
８

時　

分
、　

時
〜　

時
）、

３０

１６

１９

土
曜（
７
時
〜
８
時　

分
、

３０

　

時　

分
〜　

時
）
※
ロ

１１

３０

１９

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
▽
時

間
給
＝
９
２
０
円
（
有
資

格
者
９
３
０
円
）
※
い
ず

れ
も
交
通
費
別
途
支
給

　

②
臨
時
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
公

立
保
育
所
▽
応
募
資
格
＝

有
資
格
者
▽
勤
務
時
間
＝

月
〜
金
曜
（
８
時　

分
〜

３０

　

時
）、
土
曜
（
８
時　

分

１７

３０

〜　

時
、
８
時　

分
〜　

１２

３０

１７

時
）
▽
時
間
給
＝
９
３
０

円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
ひ
よ
ど

り
学
童
ク
ラ
ブ
（
長
崎
）

▽
勤
務
内
容
＝
長
崎
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育

▽
勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜

土
曜
の
う
ち
３
日
程
度
／

１
日
５
時
間
程
度
▽
時
間

給
＝
８
１
０
円
（
試
用
期

間
３
カ
月
は
７
８
０
円
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ひ
よ
ど
り
学
童
ク
ラ

ブ
�
７
１
４
５
―
４
４
１

４�
　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２７

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
新
行
財
政
改
革

実
行
プ
ラ
ン
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
計
画
に
つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

�
　

★
公
共
下
水
道　

月
１

１０

日
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
９
月　
１８

日
�
〜　

月
２
日
�
（
土 

１０

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時　

分
〜　

３０

１７

時
▽
場
所
＝
下
水
道
業
務

課
▽
供
用
開
始
区
域
＝
前

平
井
字
ゑ
ぼ
う
ち
・
字
堀

米
・
字
下
田
、
後
平
井
字

中
通
・
字
前
谷
津
、
中
字

中
屋
敷
、
野
々
下
３
丁
目

の
各
一
部

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

　

★
流
山
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
変
更
の
案
の

縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
９
月　
２６

日
�
〜　

月　

日
�
（
土 

１０

１０

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時　

分
〜　

３０

１７

時　

分
▽
場
所
＝
都
市
計

２０
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

施
策
会
議　
傍聴可

縦　

覧
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第１１４６号（　）　　　平成１９年９月１５日（土曜日）７

東京湾アクアラインでＥＴＣ特別割引中
　東京湾アクアラインで、ＥＴＣ車に限り、６時から９時
までと１７時から２０時までの時間帯で特別割引（普通車は
１５００円に）を９月２４日まで実施中です（他の時間帯割引
との重複適用はありません）。１０月２９日からも再度実施
の予定です。
　□問 ＮＥＸＣＯ東日本お客さまセンター�０５７０－０２４－０２４

��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������

来年の成人式は　来年の成人式は 
１月１３日１月１３日��にに　

成人の日の前日に実施　成人の日の前日に実施

　
　書道つくし会「第４回会員発表会」＝９月２６日�～３０日
�９時～１７時、杜のアトリエ黎明。入場料無料□問 �原�
７１５８－５９４０
　第１６回名陶会陶芸作品展＝９月２９日�～３０日�１０時～１７
時（３０日は１６時まで）、生涯学習センター。入場料無料□問 
石川�７１４５－４３３０
　混声合唱団フォンテ「第３２回定期演奏会」（市教委後援）
＝９月３０日�１４時～１６時、柏市民文化会館（柏市）。入場料
８００円□問 福岡�７１５２－７４２８
　カントリーラインダンス講習会（全３回）（レインボー
ＡＳＵＫＡ主催）＝１０月３日�・１０日�・２４日�９時３０分～
１２時、生涯学習センター。参加費１回６００円□問 三沢�７１５８
－７９１０（２０時以降）
　合唱クリニック　作曲家別による金子みすずの世界（コ
ール・スピカ主催）＝１０月５日�・１２日�１０時～１２時、さ
わやかちば県民プラザ（柏市）。参加費無料※９月２５日まで
に申し込み□問 西本�７１５４－１６７９
　お茶を楽しむ会（流山市茶道親和会主催）＝１０月７日�
１０時～１４時、一茶双樹記念館。参加費７００円□問 市橋�
７１５２－９２９２

　紅葉の奥の細道バスハイク（まつど遠足クラブ流山支部
主催）＝①１０月６日�２１時４５分（集合）～８日	、神室山と
虎毛山（秋田県）②１０月１９日�２３時（集合）～２０日�、磐
梯山（福島県）※いずれも集合は南流山駅千葉銀行前。参
加費①２５,０００円、②８,０００円※９月末までにハガキで申し込み
□問 岡本�７１５０－５７１５（１９時以降）
　「流山のまちを忍者が行く！」（ＮＰＯ法人流山おやこ
劇場主催）＝１０月１３日�１３時３０分～１６時３０分、生涯学習セ
ンターおよび総合運動公園周辺。参加費１,０００円□問 同事務所
�７１５２－０４４６（月・水・金曜１０時～１５時）
　木蘭扇（太極拳）講座（全６回）（流山市国際交流協会主
催）＝１０月～１２月の第１・３月曜１０時～１１時３０分、生涯学習
センター。参加費３,０００円（別途協会年会費２,０００円）※９月
２５日までに申し込み□問 花家�７１５９－９８３５

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年６月・７月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下７月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１５以下７月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下７月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下７月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０１５以下７月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１０以下６月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９２,１７５台４６,６６５台４５,５１０台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年７月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

４３６０１２６２０９時　間①騒音　

０（０）１（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

イ ベ ン ト

若年者のための就労支援講座 
参加者を募集中です

【講座日程】９月２８日�～１０月１５日�※土・日曜、祝
日を除く全１１日間

【場　　所】流山市地域職業相談室（江戸川台駅東
口前ＪＡビル２・３階）

【参加資格】市内在住および地域職業相談室を利用
するおおむね１８歳から３４歳までの就職
活動中の方

【内　　容】「就職活動に役立つ身だしなみ」セミナ
ー、「職業人意識、ビジネスマナー、コ
ミュニケーション能力」の講座、「キャ
リア・カウンセリング」など

【参 加 費】無料
【応募方法】９月２６日までに電話で申し込み※定員

（２０人）になり次第締め切ります。詳
細はお問い合わせを

　□問 商工課�７１５０－６０８５

生
涯
学
習
情
報
を
満
載
！

生
涯
学
習
情
報
を
満
載
！

ま
な
び
ピ
ア
流
山

の
ご
利
用
を

ま
な
び
ピ
ア
流
山　

の
ご
利
用
を

２１２１

【第２５回「目の愛護デー」無料電話相談 �０４３－２４２－４２７１】▽日時＝１０月８日�９時～１７時
▽内容＝千葉県眼科医会による目の健康についての相談

　

来
年
の
「　

歳
を
祝
う

２０

つ
ど
い
（
成
人
式
）」
は
、

平
成　

年
１
月　

日
�
に

２０

１３

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
の
成
人

式
は
、
国
民
の
祝
日
と
な

る
成
人
の
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
来
年
新
成

人
と
な
ら
れ
る
方
々
で
組

織
す
る
成
人
式
実
行
委
員

�
　

★
西
深
井
福
祉
会
館
の

臨
時
休
館

　

西
深
井
福
祉
会
館
は
、

内
外
装
改
修
工
事
の
た
め

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま

に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

▽
休
館
期
間
＝
９
月　
１６

日
�
〜　

月　

日
�
※
工

１１

１５

事
の
進
捗
に
よ
り
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９
／
西
深

井
福
祉
会
館
�
７
１
５
４

―
３
１
２
０

　

★
再
生
品
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転

車
な
ど
を
修
理
再
生
し
て

安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝
９
月　
１５

日
�
〜　

日
�
（
祝
日
を

２９

除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９

そ
の
他

時
〜　

時
▽
申
込
資
格
＝

１７

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
１
世
帯
１
点
※
過

去
の
当
選
世
帯
の
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
▽
申
込
方

法
＝
申
込
期
間
中
に
直
接

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
窓
口
へ
（
多
数
抽

選
、
結
果
は
当
選
者
の
み

に
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
先
着
順
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点

　

※
自
転
車
、
家
具
の
引

き
取
り
や
運
搬
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
選
挙
人
名
簿
の
登
録

者
数

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く

９
月
１
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
の
登
録
者
数
は
、　
１２

万
７
１
９
２
人
（
前
回
比

２
１
７
人
増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６

万
３
０
０
６
人
、
女
が
６

会
に
お
い
て
、
市
外
・
県

外
に
お
住
ま
い
の
方
や
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
方
に
配

慮
し
、
翌
日
も
休
日
と
な

る
た
め
参
加
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
１
月　

日
に

１３

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は　
１１

月
以
降
に
案
内
状
（
ハ
ガ

キ
）
を
郵
送
す
る
予
定
で

す
。

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

万
４
１
８
６
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登

録
は
、
正
確
な
有
権
者
数

を
把
握
す
る
た
め
、
年
４

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

千
葉
県
農
業
大
学
校
の

推
薦
入
学
生
の
募
集

　

▽
受
験
資
格
＝
①
農
学

科
…
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
方
ま
た
は
平
成　

年
３

２０

月
卒
業
見
込
み
の
方
②
研

究
科
…
都
道
府
県
の
農
業

大
学
校
の
農
学
科
等
を
卒

業
し
た
方
ま
た
は
平
成　
２０

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

※
両
科
と
も
学
校
長
の
推

薦
が
必
要
▽
募
集
人
員
＝

①
農
学
科
…　

人
程
度
②

４０

研
究
科
…　

人
程
度
▽
願

１０

書
の
受
付
期
間
＝
９
月　
２５

日
�
〜　

月　

日
�
▽
選

１０

１１

考
場
所
＝
千
葉
県
農
業
大

学
校
（
東
金
市
）
▽
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
、
小
論

文
、
面
接
▽
合
格
発
表
＝

　

月
８
日
�
※
詳
細
は
問

１１い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
農
業
大
学
校

�
０
４
７
５
―
５
２
―
５

１
２
１

　

第
４
回
手
賀
沼
水
草
探

検
隊
（
手
賀
沼
水
環
境
保

全
協
議
会
、
県
立
中
央
博

物
館
共
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１４

９
時　

分（
集
合
）〜　

時

３０

１４

※
雨
天
決
行
▽
集
合
場
所

＝
県
立
中
央
博
物
館
（
千

葉
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝

小
学
生
以
上
の
方
※
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
／　

人
２０

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝

手
賀
沼
流
域
を
歩
き
、
流

域
内
の
水
生
植
物
の
生
育

状
況
を
把
握
し
て
、
流
域

地
図
を
作
成
し
ま
す
▽
参

加
費
＝　

円（
保
険
料
等
）

５０

▽
持
ち
物
＝
弁
当
、
飲
み

物
、
帽
子
、
手
拭
い
、
雨

具
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
行

事
番
号
１
１
０
・
第
４
回

手
賀
沼
水
草
探
検
隊
」、参

加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

年
）・
電
話
番
号
、
返
信
用

に
代
表
者
の
宛
名
を
明
記

の
上
、
９
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
〒
２
６
０
―
８
６

８
２
千
葉
市
中
央
区
青
葉

町
９
５
５
県
立
中
央
博
物

館
環
境
科
学
研
究
科
へ
※

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
４
３
―

２
６
６
―
２
４
８
１
）
で

の
申
し
込
み
も
可

　

□問
 

市
環
境
政
策
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
３

　

赤
十
字
救
急
法
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
７

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２７

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
千

１６

葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
▽
内
容

＝
救
急
法
コ
ン
テ
ス
ト
、

災
害
時
対
応
レ
ー
ス
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
５
に

基
づ
い
た
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
▽
入
場
料
＝
無
料

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

日
本
赤
十
字
社
千
葉

県
支
部
�
０
４
３
―
２
４

１
―
７
５
３
１

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
開

講
座
な
ど
が
多
数
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
９
月
中
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
る
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各

大
学
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

江
戸
川
大
学
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
１
―
４
７
０
０
／
東

京
理
科
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
�
０
３
―
３
２
６

７
―
９
４
６
２
／
東
洋
学

園
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
０
―
３

０
０
１
／
麗
澤
大
学
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
�
７
１
７

３
―
３
６
６
４

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

９
月
下
旬
に
生
涯
学
習
情

報
（　

月
〜
平
成　

年
３

１０

２０

月
）
を
紹
介
し
た
「
ま
な

び
ピ
ア
流
山　

」
を
市
ホ

２１

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

　

ま
た
、
冊
子
版
に
つ
い

て
は
、　

月
に
生
涯
学
習

１０

課
を
は
じ
め
、
各
公
民
館

や
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
各

図
書
館
、
各
出
張
所
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

主
な
公
共
施
設
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。
今
後
の
生
涯

学
習
活
動
の
目
安
に
ぜ 

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
内
等
の
大
学

　捨て犬や捨て猫をなくそう
不不不不不不不不不不不不不不不不妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊・・・・・・・・・・・・・・・・去去去去去去去去去去去去去去去去勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢手手手手手手手手手手手手手手手手術術術術術術術術術術術術術術術術費費費費費費費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用用用用用用用をををををををををををををををを一一一一一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部部部部部助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成ししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす不妊・去勢手術費用を一部助成します
　�千葉県獣医師会と
千葉県動物保護管理協会では、「飼
育できない」などの理由で施設に引き取られる犬や猫を
なくすため、不妊・去勢手術費用の一部（５０００円）を補
助する「不妊・去勢手術普及助成事業」を実施します。
　応募期間は、「動物愛護週間」の９月２０日�から２６日�
までです。
　申込方法などの詳細は、千葉県獣医師会または手術を
受ける千葉県獣医師会会員の動物病院にお問い合わせい
ただくか、千葉県獣医師会ホームページ（http://www.
cpvma.com/）をご覧ください。
　□問 千葉県獣医師会�０４３―２３２―６９８０
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さ
ん
の
優
し
い
思
い
や
り

の
心
で
接
し
て
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

�
　

▽
期
日
＝　

月
２
日
・

１０

９
日
・　

日
・　

日
の
い

１６

２３

ず
れ
も
火
曜
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

１１

３０

南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
０
歳
児
と
そ
の

親
／　

組
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
テ
ー
マ
＝
第
１
回
「
あ

か
ち
ゃ
ん
は
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
が
お
好
き
」、
第
２
回

「
お
っ
ぱ
い
、
ミ
ル
ク
、

離
乳
食
〜
気
に
な
る
こ
と

な
ぁ
〜
に
」、
第
３
回
「
マ

マ
が
元
気
で
あ
か
ち
ゃ
ん

元
気
〜
赤
青
黄
っ
て
か
ら

だ
の
信
号
？
」、
第
４
回

「
い
の
ち
育
む
〜
あ
か
ち

ゃ
ん
と
私
」
▽
講
師
＝
小

路
和
子
さ
ん
（
助
産
師
）、

安
井
志
津
代
さ
ん
（
食
育

サ
ポ
ー
タ
ー
）
▽
参
加
費

＝
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
申
し
込
み
＝
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に

親
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）
と
月
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
日
ご
ろ
気
に

な
る
こ
と
を
明
記
の
上
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
「
子
育
て
マ
マ
の

セ
ミ
ナ
ー
係
」
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

子
育
て
マ
マ
の
セ
ミ
ナ
ー

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　

日
か
ら
交
通
安
全
運
動

２１

飲
酒
運
転
等
取
り
締
ま
り
強
化

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

千
年
を
経
た
る
岩
肌
滴
れ
る 

松　

ケ　

丘 

皆
川　

春
海

　
 
羅 
や
数
珠
も
つ
人
の
束
ね
髪 

美　
　
　

田 

清
水　
　

明

う
す
も
の

　

夜
風
に
は
炎
暑
忘
る
る
力
あ
り 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

　

炎
昼
や
バ
イ
ク
乙
女
の
颯
爽
と 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

　

流
星
に
願
ふ
間
も
な
く
消
え
に
け
り 

流　
　
　

山 

藤
本　

ゆ
り

【
評
】
一
句
目　

山
系
の
水
源
は
千
年
余
を
経
て
地
上
の
音
と
な
る
の
は
当
り
前
で

あ
る
。
水
も
岩
肌
も
、
そ
し
て
滴
り
の
音
も
、
歴
史
を
刻
む
人
間
の
命
を
支
え
る
要

素
。
滴
れ
る
音
が
小
さ
く
て
大
き
い
。
二
句
目　

盆
供
養
一
式
の
人
物
像
へ
の
ス
ポ

ッ
ト
。
束
ね
髪
が
素
と
し
て
祈
り
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
。
三
句
目　

夜
風
の
古
風

な
凌
ぎ
の
姿
で
あ
る
。
忘
る
る
力
の
措
辞
は
俳
風
の
力
点
で
あ
る
。
四
句
目　

い
や

は
や
と
思
い
つ
つ
、
現
代
風
俗
の
一
コ
マ
一
景
で
あ
る
。
何
故
か
今
様
の
乙
女
ご
こ

ろ
と
は
、
こ
う
い
う
姿
で
表
現
す
る
の
か
と
、
想
像
す
る
次
第
で
あ
る
。
五
句
目　

古
典
的
で
星
へ
の
願
い
を
込
め
た
つ
ぶ
や
き
が
、
叶
う
と
い
う
夢
は
、
星
空
の
持
つ

雰
囲
気
ゆ
え
の
も
の
。
夢
は
永
遠
の
も
の
で
あ
る
。
選
者
一
言　

俳
句
の
基
本
は
有

季
定
型
、
普
遍
性
を
持
つ
。
市
民
文
芸
俳
句
の
興
隆
の
た
め
に
も
芸
に
汗
を
流
し
た

い
。 俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

見
て
く
れ
に
あ
ら
ず
好
み
の
新
ら
し
き
ブ
ロ
ー
チ
つ
け
て
集
い
に
い
ず
る

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

捨
て
ら
れ
ぬ
ミ
ニ
カ
ー
玩
具
過
ぎ
し
日
に
戻
り
て
走
る
畳
の
線
路

 

美　

原 

森
口　
　

杏

数
か
ず
の
暖
か
き
友
の
ア
ド
バ
イ
ス
希
望
は
あ
ら
た
に
沸
ふ
つ
と
わ
く

 

鰭
ヶ
崎 

斎
藤　

睦
子

【
評
】
舟
橋
氏　

見
て
欲
し
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
、
人
目
に
つ
く
よ
う
な
物
で
は
な
い

と
自
己
牽
制
し
な
が
ら
、
新
し
く
好
み
の
ブ
ロ
ー
チ
で
の
外
出
、
集
う
事
に
、
自
己
を
み

つ
め
、
人
生
に
目
を
注
い
で
の
感
情
の
表
現
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
深
み
を
出
し
得
た
。

森
口
氏　

子
供
部
屋
一
杯
の
レ
ー
ル
に
幾
種
類
も
の
ミ
ニ
カ
ー
類
が
積
ま
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
も
う
高
校
生
な
の
に
、
高
価
な
電
車
が
時
折
り
増
え
て
い
る
こ
と
に
、
世
代
を
超
え

て
日
常
の
自
由
な 
娯 
し
さ
を
肯
つ
て
い
る
。
生
き
生
き
と
幼
児
期
か
ら
の
今
が
、
仕
草
が

た
の

弾
ん
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
斎
藤
氏　

友
情
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信
頼
は
、
空
想
で

も
、
回
想
で
も
な
い
相
互
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
良
好
に
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
、
持
続
さ
れ
る
、

結
句
の
切
実
感
に
力
が
出
さ
れ
て
よ
い
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　

鎮
魂
歌　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
丘　
　

皆
川　

春
安

　

今
も
こ
の
地
球
の
ど
こ
か
で

飢
え
に
あ
え
い
で
い
る
人
が
い
ま
す

治
療
が
で
き
な
く
て

失
明
す
る
子
供
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

そ
う
聞
い
た
途
端

あ
な
た
は
誰
よ
り
も
先
に

救
い
の
手
を
差
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
あ
な
た
の
血
が

そ
う
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う

そ
の
後
姿
は
菩
薩
の
よ
う
に
尊
く
て

天
女
の
よ
う
に
美
し
く

私
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た

奉
仕
は
こ
の
世
の
大
切
な
贈
り
物

い
つ
か
そ
の
叫
び
は
私
た
ち
に
受
け
継
ぎ

い
つ
も
輪
と
な
り
心
を
一
つ
に
し
て

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
つ
た
え
て
ま
い
り
ま
す

【評】人に救いの手を差し伸べること、それは自分を犠牲に
することではない。私に授かった富は、私に驕りという試練
を与えているのだ。貧者は富を授かることによって貧しさか
ら救われるが、富める者は貧者に富を与えることによって驕
りから救われるのである。つまり、相互に救いを与えること
によって救われるという構造が成立するのであろう。

　

今
月　

日
か
ら　

日
ま

２１

３０

で
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、「
油
断
せ
ず　

い
つ

も
心
に　

初
心
者
マ
ー

ク
」、「
夜
の
道　

安
全
サ

イ
ン　

反
射
材
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
高
齢

者
の
事
故
防
止
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
、
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
防

止
、
後
部
座
席
を
含
む
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
を
重
点
目
標
に
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
運
転
と
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
へ
の
進

入
車
両
に
つ
い
て
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

自
転
車
安
全
教
室
に
参
加
を

　

市
は
、
流
山
警
察
署
や

関
係
団
体
と
協
力
し
て
自

転
車
安
全
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

受
講
者
に
は
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ド
（
自
転
車
安
全
運

転
利
用
模
範
運
転
者
の

証
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ご
家
族
で
ご
参
加
を
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�振
 
２４

９
時
〜　

時
（
８
時　

分

１２

４０

〜
受
け
付
け
）
※
雨
天
時

は
講
習
会
の
み
▽
場
所
＝

流
山
自
動
車
学
校
▽
対
象

＝
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）、一
般
、高
齢
者
▽
申 

し
込
み
＝
９
月　

日
�
ま

２０

で
に
電
話
で
安
心
安
全
課

へ
　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

生
命
に
思
い
や
り
を

マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布

　

市
で
は
、
母
子
手
帳
の

交
付
時
に
、
市
民
課
や
各

出
張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
「
マ
タ
ニ
テ
ィ

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
初
期
は
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
不
安
定

な
時
期
で
す
。
ま
た
、
お

腹
の
ふ
く
ら
み
が
目
立
た

な
い
た
め
、
電
車
内
な
ど

公
共
の
場
で
、
周
囲
の
方

か
ら
配
慮
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
マ
タ

ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、

妊
娠
し
て
い
る
こ
と
を
周

囲
の
方
に
さ
り
げ
な
く
理

解
し
て
い
た

だ
く
た
め
の

マ
ー
ク
で

す
。
こ
の
マ

ー
ク
に
気
づ
い
た
ら
、
皆

�

�

�

�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

流
山
警
察
署
と
市
、

流
山
防
犯
協
会
連
合
会

で
は
、
２
０
０
７
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
を
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日

１０

１３

�　

時
〜　

時　

分
▽

１４

１５

３０

場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
＝
防
犯
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講

話
、
ひ
っ
た
く
り
や
振

り
込
め
詐
欺
の
模
擬
実

演
な
ど
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

流
山
警
察
署
生
活

安
全
課
�
７
１
５
９
―

０
１
１
０

安全な街を目指して

１０月１３日、生涯学習センターで

市民大会にご参加を

緑
の
基
金
に
ご
協
力
を

公
園
の
用
地
確
保
の
た
め
に

　

「
緑
の
保
存
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
８
月　
１０

日
、
京
和
ガ
ス
㈱
の
皆
さ

ん
が
市
長
室
を
訪
れ
、「
流

山
市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
」

に　

万
１
２
０
０
円
を
寄

６１
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
省
エ
ネ
ガ
ス

機
器
な
ど
環
境
貢
献
度
に

応
じ
て
、「
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
」
を
設
定
し
て
、
こ
れ

を
協
賛
金
と
し
て
寄
付
を

続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
基
金
に
は
、
今

年
度
、
流
山
お
お
た
か
の

森
Ｓ
・
Ｃ
で
行
わ
れ
て
い

る
「
お
お
た
か
塾
」
を
は

じ
め
国
連
支
援
交
流
協
会

流
山
支
部
な
ど
多
く
の
市

民
の
方
々
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
ふ
る
さ
と
緑
の

基
金
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

人
形
に
感
謝
の
集
い

観
光
協
会
の
人
形
供
養
会

　

流
山
市
観
光
協
会
（
古

坂
稔
会
長
）
で
は
、
壊
れ

た
り
不
用
に
な
っ
た
人
形

に
感
謝
の
心
を
捧
げ
、
供

養
し
、
お
焚
き
あ
げ
を
す

る
「
第　

回
流
山
人
形
供

２３

養
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
当
日

直
接
会
場
に
人
形
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１３

　

時
〜　

時
ご
ろ
（
受
付

１０

１１

時
間
９
時
〜　

時　

分
）

１０

３０

※
雨
天
決
行
▽
場
所
＝
成

顕
寺
（
駒
木
２
２
４
）

　

※
人
形
は
ケ
ー
ス
等
を

外
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ぬ
い
ぐ
る
み
、
不
燃
性
の

人
形
は
不
可

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

　昨年の人形供養会

　

京
和
ガ
ス
㈱
か
ら
寄
付

と
市
が
一
体
と
な
っ
て
緑

化
事
業
を
推
進
し
、
緑
豊

か
な
流
山
を
実
現
す
る
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
と
市
か
ら
の
拠
出
金

で
運
営
さ
れ
、
借
地
公
園

や
市
民
の
森
等
の
用
地
取

得
な
ど
に
使
い
ま
す
。
大

切
な
緑
を
守
る
た
め
流
山

市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　

野
々
下
水
辺
公
園
で
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